
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち
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▼
夏
の
祭
り
だ
、ど
ん
と
こ
い
！

▼
元
気
な
笑
顔
弾
け
た
運
動
会
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介護職員（正・パ）、
サービス提供責任者募集
資格／未経験者歓迎、要普免、ヘルパー２級以上又
　　　は介護福祉士
時間／⒜9～18時 ⒝7～15時 ⒞11～20時 ⒟18～翌9時
　　　正社員は週40時間の変動シフト制
　　　夜勤専門可・希望休3日まで可。
給与／正/月13～18万円　パート/750円
　　　22時～深夜割増有
待遇／正：各社保完備、賞与年2回
　　　パ：雇用・労災、交通費規程支給（月上限1万円）
応募／電話連絡の上、履歴書持参

㈱エステートジョイ「ぐるーぷはうす来夢舘東川」
〒071-1410 上川郡東川町西10号北34番地
TEL 0166-82-6555　FAX 82-6556（担当/鶴羽）

介護職員（正・パ）、
サービス提供責任者募集

【広告】
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○通学合宿、「キャンプみたい」と大盛り上がり
○くらし楽しくフェス、好天で人出好調
○瑞希さん、最年少４位で全国アマゴルフ大会へ　　ほか

今、生き生きと
○No.67　東川町国際交流員　尹　昭煕（ユン・ソヒ）さん

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○「東川米」の評価の高さから学ぶ
◇俳句

大雪山の素顔
○Nature Column　初夏に咲くミズバショウ
　　　　　　　　　自然写真家 ・高原温泉ヒグマ情報センター巡視員　松野智久さん
○本で知る ふるさとの山
　謎の迷宮、羽衣の滝　町史編さん専門員　西原義弘

A Word From Another World
○No.21　スモア、プリーズ！　英語活動教育指導員　カリン・ストロムさん

知って役立つ ミニ家庭医学講座
○No.2　国保東川町立診療所副所長　古川倫也医師
○貸し出し図書・ビデオ紹介

大雪地区広域連合からのお知らせ
○国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料を改定しました

くらし・ネットワーク
○町税の納税通知書を送付しました
○上川管内町村等職員採用試験のお知らせ
○中心市街地活性化検討会の公募委員を募集
○ひがしかわ大写真展の作品を募集します
○不要になった自転車を探しています
○町立診療所の看護補助者（臨時職員）を募集します
○消防職員の募集　　ほか

子育てチャンネル
○本物から学ぶ子供の姿を大切に　NPO法人ねおす大雪山自然学校　木村恵巳さん

保健だより
○手すり、スロープつけて安全に

インフォメーション
○7月の行事　　ほか

東川町慰霊祭協賛音楽行進
（昨年7月）
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「
第
「
第
2020
回
写
真
甲
子
園
」「
第

回
写
真
甲
子
園
」「
第
2929
回
国
際
写
真
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
」「
ど
ん
と
こ
い
祭
り
」

回
国
際
写
真
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
」「
ど
ん
と
こ
い
祭
り
」

夏
の
祭
り
だ
、ど
ん
と
こ
い
！

夏
の
祭
り
だ
、ど
ん
と
こ
い
！

写
真
甲
子
園
は
過
去
最
多
の
応

募
校
か
ら
全
国
20
校

　

今
年
は
第
20
回
の
記
念
大
会
。
そ

の
た
め
例
年
の
選
抜
枠
18
校
に
加
え

て
、
特
別
記
念
枠
と
し
て
2
校
の
出

場
枠
を
設
け
ま
し
た
。
20
回
目
ま
で

の
大
会
に
連
続
応
募
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
本
戦
大
会
へ
の
出
場
が
か
な

わ
な
か
っ
た
学
校
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
特
別
記
念
枠
と
し

て
決
定
し
ま
し
た
。

　

応
募
校
は
、
歴
代
最
高
の
５
２
２

校
。
前
年
に
比
べ
て
68
校
も
増
加
し

ま
し
た
。
初
応
募
校
は
１
２
０
校
と

全
応
募
数
の
23
％
を
占
め
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
別
の
応
募
状
況
は
、
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
で
30
校
増
、
道
内
か
ら

は
８
校
増
、
群
馬
、
埼
玉
、
千
葉
の

各
県
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
７
校
増
に
な

り
ま
し
た
。

　

予
選
審
査
は
６
月
14
日
、
写
真
家

の
立
木
義
浩
氏
を
審
査
委
員
長
に
、

同
竹
田
津
実
、
同
米
美
知
子
、
岩
井

直
樹
（
北
海
道
新
聞
社
写
真
部
長
）

の
各
氏
と
、
国
内
カ
メ
ラ
雑
誌
７
誌

の
各
編
集
長
11
人
が
出
席
し
て
東
京

都
内
で
開
き
ま
し
た
。

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
審
査
員
、飯
沢
氏
の
展
示
会

　

後
半
２
日
間
の
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３
、
ど
ん
と
こ
い
祭
り
は
、

写
真
の
町
東
川
賞
の
授
賞
式
、
受
賞

作
家
作
品
展
を
中
心
に
、
夏
祭
り
の

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
は
、
新
進
の
写
真
家
が
作
品
を
持

ち
寄
っ
て
有
数
の
レ
ビ
ュ
ア
ー
か
ら

の
批
評
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
審
査
を
経
て
グ

ラ
ン
プ
リ
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
入
賞
す

る
と
、
来
年
１
月
に
横
浜
市
で
開
催

予
定
の
「
ヨ
コ
ハ
マ
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
の
写
真
展
開
催
権
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
予
定
）
。

　

同
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
審
査
員
で

も
あ
る
東
京
在
住
の
写
真
評
論
家
、

飯
沢
耕
太
郎
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
10
、
11
の
両
日
、

モ
ン
ベ
ル
シ
ョ
ッ
プ
（
２
階
）
で
開

き
ま
す
。

　

ど
ん
と
こ
い
祭
り
で
は
、
昨
年
復

活
し
た
「
ど
ん
と
こ
い
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
」
が
登
場
。
10
日
午
後
５
時
か
ら
、

羽
衣
公
園
ス
テ
ー
ジ
に
掘
り
出
し
物

が
〝
ど
ん
〞
と
登
場
し
ま
す
。

「
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29
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フ
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バ
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ど
ん
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こ
い
祭
り
」

夏
の
祭
り
だ
、ど
ん
と
こ
い
！

　

写
真
の
町
ひ
が
し
か
わ
の「
第
20
回
写
真
甲
子
園
」「
第
29
回
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
）」が
も
う

す
ぐ
開
幕
し
ま
す
。８
月
６
日（
火
）か
ら
11
日（
日
）ま
で
６
日
間
。前
半
４
日
間
は
、全
国
20
校
の
高
校
生
が
熱
い
闘
志
を
燃
や
す

「
写
真
甲
子
園
」。10（
土
）、11（
日
）の
後
半
２
日
間
は
、国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、ど
ん
と
こ
い
祭
り
で
盛
夏
が
弾
け
ま
す
。

　

写
真
の
町
ひ
が
し
か
わ
の「
第
20
回
写
真
甲
子
園
」「
第
29
回
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
）」が
も
う

す
ぐ
開
幕
し
ま
す
。８
月
６
日（
火
）か
ら
11
日（
日
）ま
で
６
日
間
。前
半
４
日
間
は
、全
国
20
校
の
高
校
生
が
熱
い
闘
志
を
燃
や
す

「
写
真
甲
子
園
」。10（
土
）、11（
日
）の
後
半
２
日
間
は
、国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、ど
ん
と
こ
い
祭
り
で
盛
夏
が
弾
け
ま
す
。

国際写真フェスティバル（フォトフェスタ2013）、どんとこい祭り（8月10、11日）

8/11
（日）

8/10
（土）

◆国際写真フェスティバル
▶ニコンユーナ21東川ポートフォリオレビュー（10日①前11時半～②後5時～、文化ギャラリー）▶赤レンガ公開ポートフォリオオーディション（①10日前9時半～②11日前9
時半～、赤れんが倉庫）▶写真インディペンデンス展合評の集い（11日前10時～、文化ギャラリー）▶レキサー＆コスモス・フォトイベント（①10日後1時～②11日前10時～、
文化ギャラリー）▶東川フォトミーティングプレイス（10日後7時～、文化ギャラリー前庭）▶写真の町「みちくさフォト寺子屋」（道草館）▶Myカメラアングル（同）▶ストリート
ギャラリー2013（文化ギャラリー前庭）▶ストリートギャラリー・フォトコンテスト（同）▶ウォールギャラリー写真展（東1丁目通り役場裏壁面）▶赤レンガ写真展「1970～80
年代時代を創った写真家たち」（赤れんが倉庫）▶飯沢耕太郎コレクション展（10、11日、モンベルショップ２階）▶同トークショー（10日午後5半、同）▶新井卓スライド
ショー（10日後５時、赤れんが倉庫）
◆どんとこい祭り
▶どんとこいオークション（10日後5時、羽衣公園ステージ）▶どんとこいレストラン（10日＝前11時～、11日＝前10時～、羽衣公園）▶ふわふわスライダー（10日＝前11時～、
11日＝前10時～、羽衣公園、役場横各会場）▶大道芸、ストリートダンス（イベント広場）▶フリーマーケット、屋台、ゲームコーナー、思い出写真館NIJI、ストリートフォト（1丁
目通り）▶新車展示（海外、国産車）、消防車展示、自衛隊車両展示（ともに１丁目通り駐車場広場）

時間 場所 時間 場所国際写真フェスティバル
後2時 農村環境改善センター写真の町東川賞授賞式

後3時半 農村環境改善センター写真の町東川賞受賞を祝う集い
東川フォトミーティングプレイス 後7時 文化ギャラリー横広場

後3時 文化ギャラリー写真の町東川賞受賞
作家作品展テープカット

前10時 文化ギャラリー写真インディペンデンス展
合評の集い

後1時 〃写真の町東川賞受賞作家
フォーラム

どんとこい祭り

正午 羽衣公園ステージキッズステージ(町内小中学校）

後7時 羽衣公園ステージ「Sisai」ライブ、飛呼露天ライブ

後8時半 　〃　花火大会

〃 〃よさこいソーランチームステージ
後3時 羽衣公園もちまき

〃 改善センター駐車場第4回旭岳源水水の乱（第1日）

前10時 改善センター駐車場第4回旭岳源水水の乱（第2日）
午後 羽衣公園ステージチアダンス

写真甲子園２０１3本戦大会日程  
8月 場 所行 事

6日㈫ 農村環境改善センター
車両センター

オリエンテーション
写真甲子園2013開会式（後4時）
歓迎夕食会（後6時）、ホームステイ

7日㈬ 農村環境改善センター本戦撮影
ファースト公開審査会（後６時半）

8日㈭ 農村環境改善センター本戦撮影
セカンド公開審査会（後６時半）

9日㈮ 農村環境改善センター
本戦撮影
ファイナル公開審査会（後２時45分）
写真甲子園表彰式・閉会式（後6時半）
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北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
＝
2
校（
応
募
45
校
）

〈
初
出
場
〉

北
海
道
岩
見
沢
高
等
養
護
学
校

（
岩
見
沢
市
）

「
廊
下
に
す
む
人
影
」

（
白
黒
、７
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

茨
城
県
立
藤
代
高
等
学
校

（
取
手
市
）

「
自
然
と
の
共
生
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
３
回
目（
２
年
連
続
）〉

新
島
学
園
高
等
学
校

（
群
馬
県
安
中
市
）

「
躍
動
」

（
カ
ラ
ー
、６
枚
組
み
）

〈
７
回
目（
６
年
連
続
）〉

北
海
道
帯
広
南
商
業
高
等
学
校

（
帯
広
市
）

「Youthful Days

|
青
春
の
轍
|
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
２
回
目（
２
年
連
続
）〉

東
京
都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校

（
東
京
都
文
京
区
）

「
刻
ま
れ
た
歩
み
」

（
白
黒
・
カ
ラ
ー
混
在
、６
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

大
分
東
明
高
等
学
校

（
大
分
市
）

「
満
喫
♨
お
ん
せ
ん
県
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
８
回
目（
２
年
連
続
）〉

埼
玉
栄
高
等
学
校

（
さ
い
た
ま
市
）

「
誘
い
〜
銀
河
鉄
道
の
夢
〜
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

愛
知
県
立
昭
和
高
等
学
校

（
名
古
屋
市
）

「
人
生
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
３
回
目（
３
年
連
続
）〉

兵
庫
県
立
伊
丹
西
高
等
学
校

（
伊
丹
市
）

「
顔
の
な
い
町
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

愛
媛
県
立
宇
和
高
等
学
校

（
西
予
市
）

「
夢
創
り
空
間
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
３
回
目（
８
年
ぶ
り
）〉

沖
縄
県
立
那
覇
工
業
高
等
学
校

（
浦
添
市
）

「
放
課
後
の
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
13
回
目（
４
年
ぶ
り
）〉

大
阪
市
立
工
芸
高
等
学
校

（
大
阪
市
）

「
ク
レ
ヨ
ン
じ
ゃ
か
け
な
い
か
ら
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
初
出
場
〉

滝
川
高
等
学
校

（
神
戸
市
）

「
秘
め
た
想
い
」

（
白
黒
、８
枚
組
み
）

〈
３
回
目（
２
年
連
続
）〉

沖
縄
県
立
浦
添
工
業
高
等
学
校

（
浦
添
市
）

「
樹
魂（
じ
ゅ
こ
ん
）」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
２
回
目（
４
年
ぶ
り
）〉

島
根
県
立
松
江
南
高
等
学
校

（
松
江
市
）

「
息
づ
か
い
を
巡
る
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
＝
3
校（
応
募
80
校
）

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
＝
1
校（
応
募
24
校
）

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
＝
２
校（
応
募
43
校
）

〈
初
出
場
〉

宮
城
県
迫
桜
高
等
学
校

（
栗
原
市
）

「
生
命
力
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
２
回
目（
２
年
ぶ
り
）〉

石
巻
市
立
女
子
高
等
学
校

（
宮
城
県
石
巻
市
）

「Reincarnation

」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
＝
4
校（
応
募
１
５
４
校
）九

州・沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
＝
2
校（
応
募
55
校
）

〈
２
回
目（
２
年
連
続
）〉

飯
田
女
子
高
等
学
校

（
長
野
県
飯
田
市
）

「
歩
き
出
し
た
時
間　

〜
忘
れ
な
い
想
い
〜
」

（
カ
ラ
ー
、８
枚
組
み
）

〈
２
回
目（
３
年
ぶ
り
）〉

富
山
県
立
富
山
東
高
等
学
校

（
富
山
市
）

「
17
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

（
白
黒
、７
枚
組
み
）

中
部・東
海
ブ
ロ
ッ
ク
3
校（
応
募
89
校
）

〈
初
出
場
〉

聖
和
女
子
学
院
高
等
学
校

（
長
崎
県
佐
世
保
市
）

「
過
ぎ
て
い
く
日
々
の
中
で…

『
手
』」

（
カ
ラ
ー
、５
枚
組
み
）

特
別
記
念
枠
＝
2
校

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
＝
1
校（
応
募
32
校
）

（20校、応募総数522校）

い
ざ
な

と  

き

本戦出場校
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町
内
の
小
、
中
学
校
で
春
の
運
動
会
、
体

育
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
幼
児
セ

ン
タ
ー
が
雨
天
で
大
会
が
午
後
開
催
に
ず
れ

た
以
外
、
各
校
と
も
に
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。

　

中
学
校
体
育
大
会
に
続
い
て
、
５
月
26
日

町
内
各
小
学
校
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
行
っ
た

の
は
東
川
小
（
村
田
俊
昭
校
長
、
３
５
９

人
）
。
初
夏
を
思
わ
せ
る
気
温
の
中
、
家
族

の
声
援
を
受
け
た
児
童
ら
は
力
い
っ
ぱ
い
の

競
技
を
し
ま
し
た
。

　

第
二
小
（
河
野
祐
史
校
長
、
42
人
）
、
第

三
小
（
寺
川
利
幸
校
長
、
25
人
）
で
は
そ
ろ

っ
て
６
月
２
日
に
開
き
ま
し
た
。
薄
曇
り
な

が
ら
日
中
の
気
温
に
も
恵
ま
れ
、
第
三
小
で

は
、
同
地
区
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
つ
な
げ
て

い
る
旭
川
大
学
の
学
生
約
25
人
、
札
幌
酪
農

学
園
大
学
の
学
生
た
ち
も
一
緒
に
交
じ
っ
て
、

東
神
楽
町
の
親
子
２
組
が
優
秀
賞
、
鷹
栖
町

内
の
親
子
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

２
人
は
７
月
に
実
施
予
定
の
「
親
と
子
の

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
北
海
道
大
会
」
に
出

場
し
ま
す
。

　

同
保
健
所
管
内
の
各
町
で
実
施
し
た
３
歳

児
歯
科
健
康
診
査
の
受
診
３
５
９
人
の
中
か

ら
、
優
秀
な
歯
の
ケ
ア
を
し
て
い
る
親
子
８

組
を
選
考
。
５
月
14
、
15
の
両
日
、
同
保
健

所
で
二
次
選
考
の
結
果
、
竹
中
さ
ん
親
子
と

　

上
川
保
健
所
が
毎
年
行
っ
て
い
る
「
親
と

子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
上
川
保
健
所

地
方
大
会
で
、
南
町
３
、
竹
中
さ
と
み
さ
ん

と
長
女
の
愛
織
（
あ
お
り
）
ち
ゃ
ん
（
３
つ
）

が
今
年
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

児
童
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
競
技
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

東
川
養
護
学
校
（
高
橋
正
志
校
長
、

１
１
５
人
）
は
６
月
8
日
、
第
一
小

（
澤
田
安
男
校
長
、
29
人
）
は
翌
９
日

に
開
き
、
両
日
と
も
好
天
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
家
族
の
声
援
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
（
伊
藤
和
代
園
長
、

２
４
２
人
）
は
６
月
15
日
、
午
前
中
の

雨
天
で
午
後
に
順
延
し
て
開
き
ま
し
た
。

こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
お
友
だ
ち
の

元
気
な
笑
顔
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
輝
き
ま
し
た
。

元
気
弾
け
た
運
動
会

元
気
弾
け
た
運
動
会

愛
織
ち
ゃ
ん
、親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
上
川
大
会
優
秀
賞

愛
織
ち
ゃ
ん
、親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
上
川
大
会
優
秀
賞

　

６
月
23
日
、
Ｓ
Ｅ
Ａ　

Ｔ
Ｏ　

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ

Ｉ
Ｔ
２
０
１
３
が
「
忠
別
湖
（
標
高
４
５
０

㍍
）
―
旭
岳
（
標
高
２
千
２
９
１
㍍
）
」
間

で
開
か
れ
、
32
組
53
人
が
旭
岳
の
頂
き
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

ひ
が
し
か
わ
観
光
協
会
な
ど
大
会
事
務
局

主
催
で
今
年
３
回
目
。
昨
年
よ
り
８
チ
ー
ム

増
、
町
内
か
ら
は
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
。
駐
日
ラ
ト
ビ
ア
大
使
の
ペ
ー
テ
リ
ス
・

ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
ス
さ
ん
（
49
）
も
昨
年
に
続

い
て
２
回
目
。
離
日
前
最
後
の
大
会
参
加
と

な
り
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
①
片
道
約
３
㌔
㍍
の
忠
別
湖
上

コ
ー
ス
を
カ
ヤ
ッ
ク
で
往
復
②
旭
岳
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
前
（
標
高
千
１
０
０
㍍
）
ま

生
か
ら
始
め
た
ゴ
ル
フ
で
、
今
年
は
つ
い
に

日
本
女
子
ア
マ
ゴ
ル
フ
大
会
に
出
場
を
果
た

し
、
目
指
す
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

へ
の
夢
の
階
段
を
一
歩
上
が
っ
た
瑞

希
さ
ん
、
「
今
年
は
小
学
生
の
全
国

大
会
も
こ
の
後
３
大
会
あ
る
の
で
、

全
部
優
勝
す
る
つ
も
り
」
と
力
強
い

宣
言
も
。

　

「
去
年
よ
り
ス
イ
ン
グ
が
よ
く
な

っ
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
飛
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
」
と
着
実
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

75
、
79
の
ト
ー
タ
ル
２
３
１
で
４
位
タ
イ
。

昨
年
出
場
時
の
35
位
か
ら
大
き
く
成
績
を
伸

ば
し
て
小
学
生
と
し
て
歴
代
６
人
目
の
全
国

女
子
ア
マ
ゴ
ル
フ
大
会
出
場
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
し
か
し
「
バ
ー
デ
ィ
ー
は
取
っ
た
け

れ
ど
、
ト
リ
プ
ル
ボ
ギ
ー
た
た
い
た
し
、
パ

タ
ー
も
よ
く
な
か
っ
た
」
と
反
省
し
き
り
。

　

北
海
道
大
会
最
終
日
の
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
、

５
月
30
日
は
誕
生
日
で
し
た
。
小
学
校
２
年

を
自
ら
実
感
し
て
い
る
よ
う
。
全
日
本
女
子

ア
マ
大
会
初
出
場
の
成
果
は
果
た
し
て
？

　

北
広
島
市
の
札
幌
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
で
開
か
れ
た
北
海
道
女
子
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ

ル
フ
選
手
権
大
会
（
パ
ー
72
）
で
、
東
川
小

学
校
６
年
、
柏
原
瑞
希
さ
ん
（
12
）
が
最
年

少
で
み
ご
と
４
位
入
賞
。
日
本
女
子
ア
マ
ゴ

ル
フ
選
手
権
大
会
（
６
月
25
日
か
ら
５
日
間
、

岡
山
県
玉
野
市
東
児
が
丘
マ
リ
ン
ヒ
ル
ズ
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
）
に
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
大
会
は
道
内
78
人
が
出
場
。
77
、

で
14
㌔
㍍
（
平
均
斜
度
21
・
５
度
）
を
バ
イ

ク
（
自
転
車
）
登
坂
③
「
旭
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
姿
見
の
駅
（
標
高
千
６
０
０
㍍
地
点
）
―

山
頂
」
間
１
・
４
㌔
㍍
を
ハ
イ
ク
―
と
い
う

ハ
ー
ド
な
コ
ー
ス
。

　

午
前
７
時
、
カ
ヤ
ッ
ク
競
技
ス
タ
ー
ト
時

の
気
温
は
セ
氏
14
・
８
度
、
曇
り
。
水
温
セ

氏
８
度
と
麓
は
や
や
肌
寒
い
な
が
ら
山
頂
付

近
は
雲
一
つ
な
い
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

㈱
モ
ン
ベ
ル
、
辰
野
勇
会
長
と
と
も
に
最

高
齢
出
場
と
な
っ
た
奥
村
耕
一
さ
ん
（
61
）

＝
大
山
市
＝
は
、
「
４
年
前
に
大
山
大
会
に

出
場
し
、
そ
れ
以
来
病
み
付
き
に
な
っ
た
」

と
大
雪
旭
岳
大
会
に
も
初
出
場
。
「
旭
岳
の

上
り
の
急
な
感
じ
が
大
山
と
よ
く
似
て
い
る
」

と
マ
イ
ペ
ー
ス
で
余
裕
の
走
り
を
見
せ
ま
し

た
。

　

大
会
前
日
、
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
環
境

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
き
、
辰
野
会
長
、
町
内

在
住
の
写
真
家
竹
田
津
実
さ
ん
、
俳
優
の
宍

戸
開
さ
ん
３
人
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
。
宍
戸
さ
ん
は
、
「
姿
見
―
山
頂
」
間

１
・
４
㌔
㍍
に
挑
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
国
内
４
大
会
初
め
て
の
試
み
と

し
て
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
ｗ
ｉ
ｆ
ｉ
）
を
使
っ
て

山
頂
に
到
着
し
た
出
場
者
の
喜
び
の
声
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｅ
Ａ　
Ｔ
Ｏ　
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
２
０
１
3
、旭
岳
の
頂
き
に
挑
戦

Ｓ
Ｅ
Ａ　
Ｔ
Ｏ　
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
２
０
１
3
、旭
岳
の
頂
き
に
挑
戦

瑞
希
さ
ん
、最
年
少
で
全
国
女
子
ア
マ
ゴ
ル
フ
大
会
へ

瑞
希
さ
ん
、最
年
少
で
全
国
女
子
ア
マ
ゴ
ル
フ
大
会
へ

「マントでへんしん！おおだまバトル！」（東川養護学校） 地区対抗の綱引き（第三小）

５、６年生の競技「安全第一」（東川小）

「めくって　ひろって」（つばめ・ふくろう組さんの４
歳児）

「運命の旗」（第一小、３、４年生）

紅白大玉リレー（第二小）
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町
教
育
委
員
会
主
催
の

「
親
と
子
の
移
動
朗
読
会
」

が
６
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

16
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
会
場
の
朗
読
会
で
は
、

旭
川
在
住
の
絵
本
作
家
、
あ

べ
弘
士
さ
ん
の
「
ね
こ
の
お

い
し
ゃ
さ
ん
」
「
ふ
た
ご
の

し
ろ
く
ま
」
「
ラ
イ
オ
ン
の

な
が
い
い
ち
に
ち
」
「
か
わ
う
そ
３
き
ょ
う

だ
い　

そ
ら
を
ゆ
く
」
「
３
び
き
の
く
ま
」

５
作
品
を
朗
読
。
あ
べ
さ
ん
も
出
席
し
て
、

登
場
し
て
い
る
動
物
た
ち
に
ま
つ
わ
る
お
話

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
職
員
、
こ
ど
も
冨
貴
堂

（
旭
川
）
の
福
田
洋
子
さ
ん
、
お
は
な
し
の

会
ピ
ッ
ピ
の
皆
さ
ん
ら
が
交
代
で
絵
本
を
読

み
ま
し
た
。
会
場
約
30
人
の
子
供
た
ち
は
目

の
前
に
座
っ
て
耳
を
そ
ば
立
て
ま
し
た
。

　

元
旭
山
動
物
園
の
飼
育
係
だ
っ
た
経
験
か

ら
、
あ
べ
さ
ん
の
絵
本
に
は
い
ろ
い
ろ
な
動

物
た
ち
が
登
場
し
ま
す
。

　

猫
、
白
く
ま
、
ラ
イ
オ
ン
、
ミ
サ
ゴ
な
ど

登
場
す
る
動
物
た
ち
に
つ
い
て
「
動
物
園
で

は
ト
ラ
や
ラ
イ
オ
ン
の
担
当
に
絶
対
に
な
れ

な
い
飼
育
係
が
い
ま
す
。
ど
ん
な
人
か
分
か

る
か
な
？
」
「
そ
れ
は
猫
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
」

な
ど
と
勤
め
て
い
た
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
を
交
え
、
動
物
た
ち
の
生
態
な

ど
を
披
露
。

　

「
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
は
ア
ザ
ラ

シ
狩
り
し
ま
す
。
そ
の
方
法
は
、

息
継
ぎ
に
出
て
く
る
穴
の
上
で
じ

っ
と
待
ち
ぶ
せ
し
て
い
る
こ
と
。

で
も
成
功
率
は
20
回
に
１
回
し
か

な
い
」
「
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
お

母
さ
ん
は
４
０
０
キ
ロ
ぐ
ら
い
の

体
重
が
あ
る
け
れ
ど
、
子
ど
も
は
４
０
０
グ

ラ
ム
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
な
ど
と
み
ん
な
が

知
ら
な
い
動
物
た
ち
の
世
界
を
話
し
ま
し
た
。

　

朗
読
会
は
初
回
、
町
内
の
写
真
家
、
竹
田

津
実
さ
ん
も
出
演
。
今
後
毎
月
１
回
程
度
ず

つ
定
期
的
に
開
き
ま
す
。

シ
森
林
公
園
、
東
神
楽
森
林
公
園
の
３
カ
所

を
撮
影
ス
テ
ー
ジ
に
、
７
人
１
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
力
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

優
勝
チ
ー
ム
に
は
１
人
10
㌔
㌘
、
準
優
勝

５
チ
ー
ム
に
は
同
５
㌔
㌘
の
東
川
米
を
町
か

ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
―
と
聞
い
て
、
生
徒
た
ち
は

〝
お
お
ー
っ
〞
と
一
気
に
気
合
い
が
入
り
ま

し
た
。
携
帯
デ
ジ
カ
メ
、
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
、
持
参
の
カ
メ
ラ
で
ま
ち

並
み
を
切
り
取
り
ま
し
た
。

　

作
品
は
後
日
プ
リ
ン
ト
提
出
を
し
て
も
ら

い
、
町
で
審
査
の
予
定
で
す
。

　

５
月
30
日
、
札
幌
市
立
陵
北
中
学
校

（
佐
々
木
昭
男
校
長
、
６
１
１
人
）
の
２
年

生
１
８
５
人
が
町
内
で
写
真
甲
子
園
並
み
の

ま
ち
撮
り
撮
影
初
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
の
テ
ー
マ
に
、
本
町
で
開
い
て

い
る
「
写
真
甲
子
園
」
が
挙
が
り
、
初
め
て

の
取
り
組
み
に
選
び
ま
し
た
。

　

バ
ス
５
台
に
分
乗
し
て
到
着
。
役
場
や
道

の
駅
・
ひ
が
し
か
わ
道
草
館
周
辺
、
キ
ト
ウ

　

６
月
11
日
、
東
川
町
農

協
大
ホ
ー
ル
で
、
同
農
協

青
年
部
（
蓼
原
俊
太
部
長
）

が
主
催
し
て
新
規
就
農
者

激
励
会
を
開
き
ま
し
た
。

今
年
は
Ｕ
タ
ー
ン
に
加
え

て
、
農
業
大
学
校
卒
業
後

に
新
規
就
農
す
る
後
継
者

も
。
近
年
で
は
、
３
年
前

の
９
人
に
次
い
で
多
い
７

人
も
の
頼
も
し
い
農
業
者

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

２
西
区
農
事
組
合
で
営
農
す
る
尾
藤
路
彦

さ
ん
（
42
）
、
10
北
区
同
小
谷
雅
樹
さ
ん

（
39
）
、
12
北
区
同
由
川
真
人
さ
ん
（
37
）
、

15
区
同
澤
田
隆
さ
ん
（
34
）
、
31
区
同
石
山

一
樹
さ
ん
（
25
）
、
１
区
同

渡
邊
慶
昌
さ
ん
（
23
）
、
42

区
同
梶
畑
宏
弥
さ
ん
（
20
）
。

　

梶
畑
さ
ん
は
、
３
年
ぶ
り

の
新
規
学
卒
の
農
業
後
継
者

と
し
て
期
待
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。

　

板
谷
重
徳
東
川
町
農
協
組

合
長
は
「
仲
間
と
と
も
に
収

穫
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ

と
が
で
き
る
農
業
を
目
指
し

て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
松
岡
市
郎
町
長
も

「
農
業
の
素
晴
ら
し
い
可
能
性
を
切
り
開
い

て
ほ
し
い
」
と
金
の
ス
コ
ッ
プ
を
一
人
ひ
と

り
に
贈
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
農
協
青
年
部
、新
た
な
仲
間
を
激
励
会

Ｊ
Ａ
農
協
青
年
部
、新
た
な
仲
間
を
激
励
会

く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
、好
天
で
人
出
好
調

く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
、好
天
で
人
出
好
調

あ
べ
弘
士
さ
ん
も
来
町
、移
動
朗
読
会
始
ま
る

あ
べ
弘
士
さ
ん
も
来
町
、移
動
朗
読
会
始
ま
る

事
故
絶
滅
誓
っ
た
交
通
安
全
町
民
大
会

事
故
絶
滅
誓
っ
た
交
通
安
全
町
民
大
会

　

第
二
小
学
校

（
河
野
祐
史
校
長
）

の
児
童
が
６
月
９

日
か
ら
12
日
ま
で
、

３
泊
４
日
の
通
学

合
宿
を
し
ま
し
た
。

　

合
宿
場
所
は
学

校
向
か
い
の
第
二

地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
。

４
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
13
人
が
３

日
間
一
緒
に
寝
泊

ま
り
す
る
共
同
生

活
は
み
ん
な
初
め

て
。

　

い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
学
校
に
通
学
し
、

学
校
の
勉
強
を
終
え
た
ら
合
宿
所
に
戻
り
ま

す
。

　

宿
題
は
、
自
主
学
習
で
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

に
取
り
組
み
。
自
由
時
間
、
読
書
タ
イ
ム
、

体
育
の
時
間
、
食
育
の
時
間
、
お
風
呂
タ
イ

ム
と
毎
日
日
課
が
目
白
押
し
。
日
記
の
記
帳

も
欠
か
さ
ず
に
つ
け
ま
し
た
。

　

折
り
紙
飛
行
機
、
ゴ
ム
動
力
飛
行
機
作
り
、

手
作
り
ゼ
リ
ー
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
に
も

挑
戦
、
お
風
呂
は
約
２
㌔
㍍
離
れ
た
キ
ト
ウ

シ
森
林
公
園
ま
で
出
か
け
ま
し
た
。
一
緒
に

食
べ
る
ご
は
ん
は
お
い

し
さ
も
格
別
。

　

ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
自

由
学
習
の
先
生
役
、
食

事
作
り
な
ど
を
分
担
し

ま
し
た
。

　

学
社
連
携
推
進
協
議

会
の
事
業
と
し
て
初
め

て
の
取
り
組
み
。
９
月

に
は
２
回
目
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

ベ
ツ
、
き
ゅ
う
り
な
ど
10
品
種
18
種
類
の
野

菜
の
苗
は
、
ト
マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
一
番

人
気
の
売
れ
行
き
。
わ
ら
び
、
フ
キ
、
ギ
ョ

ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
、
ヤ
チ
ブ
キ
な
ど
朝
採
り

の
山
菜
も
飛
ぶ
よ
う
な
売
れ
行
き
で
し
た
。

　

今
年
は
東
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
生
徒
39

人
が
２
日
目
に
出
演
。
素
晴
ら
し
い
ス
ト

リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
来
場
客
の
大
き

な
囲
み
か
ら
拍
手
喝
さ
い
。
今
や
お
馴
染
み

に
な
っ
た
新
能
集
団
、
乱
拍
子
（
札
幌
）
も

迫
力
あ
る
和
太
鼓
と
大
道
芸
で
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

５
月
25
、
26
日
の
2
日
間
、
キ
ト
ウ
シ
森

林
公
園
で
第
54
回
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。
２
日
間
と
も

に
好
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
家
族

連
れ
が
子
供
服
や
玩
具
、
大
工
道
具
な
ど
の

リ
サ
イ
ク
ル
の
掘
り
出
し
物
探
し
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

春
の
会
場
は
、
恒
例
の
野
菜
の
苗
、
山
菜

直
売
コ
ー
ナ
ー
が
大
人
気
。
ト
マ
ト
、
ピ
ー

マ
ン
、
唐
辛
子
、
な
ん
ば
ん
、
な
す
、
キ
ャ

　

５
月
27
日
、
東
川
町
交
通

安
全
協
会
（
藤
田
裕
三
会
長
）

は
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
交
通
安
全
町
民
大
会
を
開

き
、
交
通
事
故
禍
ゼ
ロ
を
誓

い
ま
し
た
。

　

町
内
各
行
政
区
の
役
員
、

高
齢
者
団
体
、
交
通
安
全
指

導
員
ら
約
２
５
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

藤
田
会
長
は
「
昨
年
、
町
内
の
交
通
事
故

は
年
間
１
７
５
件
に
増
加
し
た
。
10
件
に
１

件
の
割
合
で
死
亡
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
」
と
出
席
者
の
気
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

　

畑
田
善
博
旭
川
東
警
察
署
長
は
「
管
内
で

札
幌
の
中
学
生
が
ま
ち
撮
り
初
体
験

札
幌
の
中
学
生
が
ま
ち
撮
り
初
体
験

通
学
合
宿
、「
キ
ャン
プ
み
た
い
」と
大
盛
り
上
が
り

通
学
合
宿
、「
キ
ャン
プ
み
た
い
」と
大
盛
り
上
が
り

は
、
今
年
に
な
っ
て
死
亡
事
故

は
な
い
が
２
２
４
件
の
人
身
事

故
で
３
０
０
人
が
負
傷
し
て
い

る
。
特
に
交
差
点
事
故
に
気
を

付
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

東
川
小
６
年
、
佐
々
木
望
凪

（
み
な
）
さ
ん
、
東
川
中
３
年
、

杉
山
七
星
さ
ん
の
２
人
が
作
文

を
朗
読
、
12
区
行
政
区
長
の
宮
崎
堅
二
会
長

が
町
内
の
無
事
故
を
願
っ
て
交
通
安
全
を
誓

い
ま
し
た
。

　

東
川
建
設
業
協
会
（
会
長
同
）
の
安
全
大

会
も
開
か
れ
、
傘
下
企
業
か
ら
出
席
し
た
約

１
５
０
人
が
労
災
無
事
故
を
誓
い
ま
し
た
。
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５
月
31
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

東
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
来

日
し
た
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ジ
ャ
ズ
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
ウ
ェ
イ
」
と
の
音

楽
交
流
事
業
で
共
演
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

宝
く
じ
収
益
金
の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
ク
イ
ー
ン
ズ
・
カ

レ
ッ
ジ
音
楽
学
部
の
指
導
者
で
ジ
ャ
ズ

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
マ
イ
ク
・
モ
ス
マ
ン

（
tp
）
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ハ
ー
ト
（
as
）
、

ジ
ェ
ブ
・
パ
ッ
ト
ン
（
p
）
、
青
森
善
雄

（
b
）
、
ジ
ー
ン
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
（
ds
）
の

５
人
が
初
来
町
、
公
演
前
日
に
は
ジ
ャ
ズ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
け
て
本
番
に
備
え
ま

し
た
。

　

二
部
に
分
け
、
最
初
に
登
場
し
た
東
中
吹

奏
楽
部
が
十
八
番
の
「
エ
ル
・
ク
ン
バ
ン

チ
ェ
ロ
」
で
共
演
。
本
場
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ジ
ャ
ズ
の
息
吹
に
触
れ
て
演
奏
も
一
段
と
良

か
っ
た
よ
う
。

　

ラ
ト
ビ
ア
か
ら
国
際
交
流
員
と
し
て
来
町

し
て
い
る
ウ
ナ
・
ヴ
ォ
ル
コ
ヴ
ァ
さ
ん
も
シ

ン
ガ
ー
と
し
て
５
人
と
共
演
。
１
９
５
０
〜

１
９
６
０
年
代
の
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
の
数
々
を

歌
っ
て
満
席
の
約
４
０
０
人
か
ら
喝
さ
い
を

受
け
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
翌
日
町
内
の
家
具
製
造
会

社
、
ア
ー
リ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
・
ア
ル
フ
ァ

（
青
森
宏
悦
社
長
）
で
も
特
別
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
。
旭
川
市
内
な
ど
か
ら
満
員
の
観
客

が
会
場
に
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

１
９
７
５
（
同
50
）
年
か
ら
１
９
８
４

（
同
59
）
年
ま
で
町
農
業
共
済
組
合
の
監
事
、

理
事
、
１
９
８
３
（
同
58
）
年
か
ら
１
９
８

７
（
同
62
）
年
ま
で
４
年
間
議
会
選
出
の
町

農
業
委
員
会
委
員
、
１
９
９
５
（
平
成
７
）

年
か
ら
１
９
９
９
（
同
11
）
年
ま
で
４
年
間
、

議
会
選
出
の
町
監
査
委
員
を
そ
れ
ぞ
れ
歴
任
。

地
方
自
治
、
町
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し

た
。

　

町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
に
貢
献
し

た
32
区
、
故
金
成
隆
夫
氏
（
今
年
２
月
、
81

歳
で
逝
去
）
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
し
、
６

月
18
日
、
正
代
夫
人
（
80
）
が
出
席
し
て
役

場
で
受
章
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年
か
ら
５
期
20
年

間
に
わ
た
っ
て
町
議
会
議
員
を
務
め
、
産
業

経
済
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、
議
会
副
議
長

な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　

６
月
16
日
、
大
雪
山

旭
岳
（
標
高
２
千
２
９

１
㍍
）
の
夏
山
シ
ー
ズ

ン
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

ふ
も
と
の
旭
岳
温
泉
、

旭
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山

麓
駅
と
青
少
年
野
営
場

（
標
高
千
１
０
０
㍍
地

点
）
で
夏
山
開
き
の
祈

願
祭
と
、
山
の
神
に
夏

山
の
安
全
を
願
う
ア
イ

ヌ
民
族
の
儀
式
「
ヌ
プ

リ
コ
ロ
カ
ム
イ
ノ
ミ
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
川
中
学
校
の
大
雪
山
自
然
愛
護
少
年
団

員
、
地
元
旭
岳
温
泉
街
の
関
係
者
ら
約
80
人

が
出
席
。
祈
願
祭
で
山
の
無
事
と
無
事
故
を

願
い
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
の
行
事
は
、
野

営
場
が
会
場
の
ヌ
プ
リ
コ

ロ
カ
ム
イ
ノ
ミ
の
儀
式
。

午
後
７
時
過
ぎ
、
正
装
に

着
替
え
た
チ
カ
ッ
プ
ニ
ア

イ
ヌ
約
20
人
が
観
光
客
と

一
緒
に
会
場
に
入
場
し
て

大
か
が
り
火
に
火
を
つ
け
、

山
の
安
全
を
祈
っ
て
山
の

神
々
に
舞
い
を
捧
げ
ま
し

た
。

　

今
年
は
例
年
に
な
く
残
雪
が
多
く
、
前
の

週
に
急
き
ょ
会
場
周
辺
の
除
雪
を
し
て
こ
の

日
に
備
え
、
森
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
森
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

山
の
ま
つ
り
、ヌ
プ
リ
コ
ロ
カ
ム
イ
ノ
ミ
で
安
全
祈
願

山
の
ま
つ
り
、ヌ
プ
リ
コ
ロ
カ
ム
イ
ノ
ミ
で
安
全
祈
願

親
子
連
れ
が
植
樹
、４
年
目
の
コ
ー
プ
の
森
づ
く
り

親
子
連
れ
が
植
樹
、４
年
目
の
コ
ー
プ
の
森
づ
く
り

東
中
吹
奏
楽
部
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ジ
ャ
ズ
と
共
演

東
中
吹
奏
楽
部
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ジ
ャ
ズ
と
共
演

竹
田
会
長
、「
四
季
の
彩
り
」展
で
今
年
も
来
町

竹
田
会
長
、「
四
季
の
彩
り
」展
で
今
年
も
来
町

　

６
月
５
日
、
東
川
小
学
校
の
５
年
生
の
児

童
65
人
が
、
西
２
号
北
２
の
青
木
哲
也
さ
ん

（
66
）
の
ほ
場
で
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

毎
年
行
っ
て
い
る
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
が

今
年
も
ス
タ
ー
ト
。
子
供
た
ち
は
素
足
に
な

っ
て
約
５
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
に
入
り
、
20
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
育
っ
た
苗
を
手
植
え

し
ま
し
た
。

　

児
童
の
中
で
農
家
の
家
庭
の
子
は
わ
ず
か

に
１
人
だ
け
。
今
や
農
業
を
知
ら
な
い
子
供

た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

「
一
人
で
１
２
０
本
も
植
え
た
よ
」
と
田

植
え
の
成
果
を
披
露
す
る
子
、
ひ
ざ
上
ま
で

浸
か
る
田
ん
ぼ
に
足
を
す
く
わ
れ
、
し
り
も

ち
を
つ
い
て
泥
だ
ら
け
の
子
も
大
は
し
ゃ
ぎ
。

元
気
な
歓
声
が
田
ん
ぼ
に
響
き
ま
し
た
。

　

除
草
・
害
虫
防
除
作
業
（
７
月
中
旬
）
、

稲
刈
り
（
９
月
下
旬
ご
ろ
）
も
体
験
し
、
新

米
を
学
校
給
食
で
食
べ
る
予
定
で
す
。

　

「
稲
刈
り
の
時
に
生
米
の
も
み
を
む
い
て

そ
の
場
で
新
米
を
炊
き
、
み
ん
な
に
食
べ
て

も
ら
う
つ
も
り
」
と
青
木
さ
ん
は
本
当
の
米

の
味
も
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
羽
衣
公
園
内
に
あ
る
東
川
中
学

校
の
学
校
田
「
羽
衣
田
」
で
も
田
植
え
を
し

ま
し
た
。

　

「
羽
衣
田
」
は
、
今
年
が
最
後
の
米
作
り
。

１
年
生
88
人
が
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
豊
作
を

祈
っ
て
し
っ
か
り
と
苗
を
植
え
ま
し
た
。

苗
木
を
植
え
て
大
き
な
森
に
育
つ
よ
う
願
い

を
込
め
ま
し
た
。

　

二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
貢
献
し
よ
う
、
と

始
め
た
社
会
貢
献
の
一
環
。
買
い
物
時
に
レ

ジ
袋
を
使
わ
な
い
「
ノ
ー
レ
ジ
運
動
」
で
、

１
枚
に
つ
き
０
・
５
円
を
積
み
立
て
た
資
金

を
元
に
４
年
目
の
植
樹
。
全
道
10
カ
所
で
５

年
間
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

６
月
１
日
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
（
札
幌
）

が
東
３
号
北
６
線
の
町
有
林
で
「
コ
ー
プ
の

未
来
（
あ
し
た
）
の
森
づ
く
り
」
の
植
樹
祭

を
行
い
ま
し
た
。

　

旭
川
市
内
か
ら
参
加
し
た
組
合
員
親
子
約

40
人
が
来
町
し
ま
し
た
。
昨
年
に
続
い
て
気

持
ち
い
い
晴
天
が
広
が
り
、
旭
岳
の
残
雪
も

青
空
に
く
っ
き
り
。
ス
コ
ッ
プ
持
つ
手
も
軽

や
か
に
、
準
備
し
た
約
20
㌃
に
ナ
ナ
カ
マ
ド
、

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
本
ず
つ
の

　

日
本
写
真
家
連
盟
（
東
京
、

竹
田
正
明
会
長
）
の
第
26
回

日
本
写
真
家
連
盟
展
「
四
季

の
彩
り
」
展
が
６
月
18
日
か

ら
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
始
ま

り
ま
し
た
。

　

東
川
展
の
開
催
は
７
回
目

の
恒
例
展
に
な
り
ま
し
た
。

竹
田
会
長
は
毎
年
来
町
し
、

写
真
の
魅
力
を
町
の
皆
さ
ん

に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
同
連
盟
公
募
展
も
始
ま
り
、
今

年
は
３
５
０
点
の
応
募
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
中
か
ら
入
賞
、
入
選
し
た
42
作
品
を
展

示
し
ま
し
た
。
多
く
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

故
金
成
さ
ん
、旭
日
単
光
章
を
受
章
伝
達

故
金
成
さ
ん
、旭
日
単
光
章
を
受
章
伝
達

田
ん
ぼ
の
学
校
、今
年
も
元
気
に
田
植
え

田
ん
ぼ
の
学
校
、今
年
も
元
気
に
田
植
え

の
撮
影
作
品
が
集
ま
っ
た
そ

う
で
す
。
「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
が
普
及
し
て
き
た
の
で
、

今
年
か
ら
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

を
使
う
方
で
も
連
盟
へ
入
会

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

と
入
会
希
望
者
を
募
っ
て
い

ま
す
。

　

同
連
盟
は
、
中
・
大
判

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
（
フ
ィ
ル

ム
サ
イ
ズ
が
４
×
５
㌅
、
６

×
７
㌅
、
６
×
４
・
５
㌅
版
な
ど
）
を
使
用

し
て
自
然
を
撮
影
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家

の
会
。
全
国
約
２
３
０
人
の
会
員
を
擁
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

小学校の田植えが行われました（6月5日）

1011 Higashikawa  2013  July Higashikawa  2013  July



国
記
」
（
小
野
不
由
美
著
）
と
い
う
小

説
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
人
生
で
大
き
な
き
っ
か
け
で
し
た
。

た
ま
た
ま
読
ん
だ
本
が
す
ご
く
衝
撃
的

で
、
そ
れ
が
日
本
の
本
で
し
た
。
韓
国

語
じ
ゃ
な
く
日
本
語
で
読
み
た
い
、
そ

の
た
め
に
日
本
語
を
勉
強
し
た
い
、
と

思
い
ま
し
た
」
。

　

「
国
を
治
め
る
話
と
か
、
ス
ケ
ー
ル

が
す
ご
く
大
き
い
。
人
間
に
は
い
い
人

も
い
な
い
、
悪
い
人
も
い
な
い
。
み
ん

な
同
じ
人
間
、
と
い
う
日
本
の
思
想
、

考
え
方
、
行
動
の
パ
タ
ー
ン
に
と
て
も

興
味
が
わ
き
ま
し
た
」
。

◇

　

北
海
学
園
大
学
（
札
幌
）
に
１
年
間

交
換
留
学
生
と
し
て
在
札
。
そ
の
間
弓

道
部
で
日
本
の
武
道
の
精
神
に
も
触
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
の
仲
間
は
今
も
大
切

な
友
だ
ち
。

　

「
日
本
文
化
を
研
究
し
、
翻
訳
家
、

通
訳
家
に
な
り
た
い
。
社
会
を
知
ら
な

い
研
究
者
っ
て
お
か
し
い
で
し
ょ
。
た

ぶ
ん
話
通
じ
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
と
幅
広
い
視
野
を
持
っ
て
対
処
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
将
来
の
仕
事

に
生
か
せ
た
ら
最
高
だ
な
」
と
日
本
の

大
学
院
で
学
び
直
し
た
い
、
と
い
う
目

標
も
。

　

「
私
は
、
ハ
マ
っ
た
ら
ほ
か
の
こ
と

が
見
え
な
く
な
る
タ
イ
プ
。
今
は
日
本

語
に
ハ
マ
っ
て
ま
す
。
日
本
が
好
き
。

幅
広
い
日
本
の
文
化
、
弓
道
と
か
伝
統

文
化
、
着
物
も
す
ご
く
素
敵
だ
と
思
う

し
、
茶
道
、
剣
道
、
日
本
文
学
、
日
本

の
音
楽
と
か
、
一
つ
ひ
と
つ
分
か
っ
て

く
る
う
ち
に
、
日
本
語
も
だ
ん
だ
ん
分

か
る
よ
う
に
な
っ
た
感
じ
」
と
ご
く
自

然
な
日
本
語
で
会
話
が
続
き
ま
す
。

　

「
東
川
町
で
韓
国
と
の
国
際
交
流
に

全
力
投
球
し
、
町
の
み
ん
な
と
も
う
一

段
階
国
際
的
な
こ
と
を
や
り
遂
げ
た

い
」
。

　

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
日
本
が
好
き

に
？　

そ
の
原
点
は
、
高
校
２
年
生
の

時
に
読
ん
だ
韓
国
語
翻
訳
版
の
「
十
二

表
現
も
違
う
し
感
じ
方
も
違
う
。
と
て

も
難
し
い
の
で
簡
単
に
は
伝
え
ら
れ
な

い
で
す
。
ち
ゃ
ん
と
説
明
し
な
い
と
、

お
互
い
を
理
解
で
き
な
い
。
だ
か
ら
誤

解
が
生
じ
る
ん
で
す
。

　

例
え
ば
『
ア
イ
ゴ
ー
』
と
い
う
表
現

は
、
声
を
出
し
て
無
念
を
表
す
泣
き
方

で
す
け
れ
ど
、
日
本
人
が
無
念
の
涙
を

流
す
時
は
、
声
を
絞
っ
て
袖
で
涙
を
ぬ

ぐ
う
、
と
い
う
表
現
に
な
り
ま
す
か
ら

全
然
違
い
ま
す
。
自
分
が
出
会
う
こ
と

が
で
き
る
日
本
と
韓
国
の
人
々
の
間
で
、

し
っ
か
り
と
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
力

に
な
り
た
い
で
す
ね
」
。

　

「
研
究
も
し
た
い
し
勉
強
も
し
た
い
。

本
を
読
ん
で
、
す
べ
て
日
本
人
の
よ
う

に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
楽
し
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
私
が
感
じ
る
日
本

文
学
の
美
し
さ
を
、
こ
の
ま
ま
韓
国
に

も
伝
え
た
い
。
け
れ
ど
、
韓
国
人
が
感

じ
る
美
の
意
識
と
日
本
人
の
美
と
は
、

今
、生
き
生
き
と

　

中
国
か
ら
来
た
王
雪

（
ワ
ン
・
シ
ュ
エ
）
さ

ん
と
と
も
に
、
役
場
で

国
際
交
流
員
と
し
て
活

動
を
始
め
て
３
カ
月
余

り
。
韓
国
と
の
交
流
促

進
の
た
め
の
仕
事
が
少

し
ず
つ
具
体
的
に
な
り

始
め
、
絆
の
広
ま
り
に

期
待
が
広
が
り
ま
す
。

「
特
に
島
根
県
の
出
雲

に
は
行
き
た
い
」
「
青

森
県
は
た
ぶ
ん
来
年
の

春
に
」
―
と
日
本
各
地

の
固
有
文
化
探
訪
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
ほ
ど

の
日
本
通
。
そ
し
て
大

雪
山
の
懐
に
抱
か
れ
た

こ
の
町
で
は
「
登
山
も

ス
キ
ー
も
し
た
い
」
と

や
り
た
い
こ
と
は
盛
り

だ
く
さ
ん
の
よ
う
。
さ

て
、
韓
国
か
ら
の
ど
ん

な
風
を
運
ん
で
く
れ
る

で
し
ょ
う
。

6767

東
川
町
国
際
交
流
員　

尹　

昭
煕
（
ユ
ン
・
ソ
ヒ
）
さ
ん

ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
東
川
で
の
初
仕
事
（
5
月
４
日
、
ひ
が
し
か
わ
道
草
館
）

神饌田お田植え祭で早乙女として神饌米を植えました（５月15日）

尹　昭煕（ユン・ソヒ）さん
韓国・大田（テジョン）広域市から来町
　韓国・大田広域市出身、23歳。東川町国際交流員。総務
省、外務省、文部科学省と（財）自治体国際化協会（通称
JET、東京）が行っているJETプログラム（語学教育等を
行う外国青年招致事業）で来日。大田大学校日本語日本文
学学科卒業。韓国正２級中等教師資格（高校レベルの日本
語教員資格）。北海学園大学との姉妹大学交換留学で
2010（平成22）年から１年間札幌在住。７月から農村環
境改善センターで週２回（月、水曜日）の初級韓国語講座
がスタート。

北海学園大学に留学中、ロシア人留学生と
（2010年6月、野幌・開拓の歴史村で）

弓道練習（2011年2月、留学中の北海学園大学で）
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俳　

句

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
ベ
ー
ス
と
な
る
産

業
が
発
展
し
持
続
す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
今
年
も
６
月
上
旬
に
東
京
・
浜
松
町
で

ひ
が
し
か
わ
東
京
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
板

谷
重
徳
東
川
町
農
協
組
合
長
と
一
緒
に
、
米
や

野
菜
の
取
り
扱
い
関
係
流
通
会
社
な
ど
を
訪
問
、

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
の
が
慣
例
と
な
っ

て
い
る
。
今
年
は
浜
辺
啓
町
議
会
議
長
も
同
行

し
、
名
古
屋
と
川
崎
の
あ
る
大
手
米
穀
会
社
を

訪
問
し
た
。

　

会
長
、
社
長
、
幹
部
役
員
の
皆
さ
ん
か
ら
丁

重
な
出
迎
え
を
受
け
、
精
米
工
場
な
ど
を
詳
し

く
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
消
費
者
と
の
信
頼

関
係
を
維
持
す
る
た
め
、
衛
生
と
商
品
管
理
に

は
過
剰
、
異
常
と
思
え
る
ほ
ど
万
全
を
期
し
て

い
る
。
特
に
注
意
し
て
い
る
の
は
「
衛
生
管
理
」

「
異
物
混
入
」
「
着
色
米
混
入
」
「
産
地
表
示
」

で
あ
る
。

　

驚
い
た
こ
と
に
、
地
域
団
体
商
標
登
録
さ
れ

た
「
東
川
米
」
が
販
売
米
の
袋
に
大
き
く
印
刷

さ
れ
、
町
の
名
前
が
販
売
米
の
銘
柄
に
な
っ
て

い
た
。
多
分
、
全
国
で
も
東
川
米
だ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

加
え
て
袋
の
裏
面
に
は
「
写
真
の
町
」
東
川

町
が
大
き
く
紹
介
さ
れ
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
も
貢
献

を
い
た
だ
い
て
い
た
。
農
協
と
こ
の
会
社
の
取

り
組
み
に
感
激
し
た
。
板
谷
組
合
長
は
会
社
の

幹
部
か
ら
、
異
口
同
音
に
「
消
費
者
の
評
価
が

大
変
良
い
」
「
も
う
少
し
東
川
米
を
取
り
扱
わ

せ
て
ほ
し
い
」
と
強
い
懇
願
を
受
け
た
。

　

「
東
川
米
」
が
実
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
生
産
者
と
地
元
の
東

川
町
農
協
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

生
産
履
歴
な
ど
、
良
食
味
米
を
生
産
し
よ
う
と

す
る
品
質
へ
の
責
任
と
こ
だ
わ
り
が
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
。
来
年
は
開
拓
１
２

０
年
。
農
業
は
苦
難
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
未

来
を
展
望
し
、
稲
作
を
中
心
と
し
て
環
境
に
順

応
し
た
栽
培
と
流
通
に
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を
積

み
重
ね
て
き
た
勇
気
あ
る
行
動
の
結
果
だ
。

「
日
本
一
売
れ
る
米
づ
く
り
」
が
現
実
的
に
な

っ
て
い
る
。
独
自
の
開
拓
魂
が
入
っ
て
い
る
、

と
感
じ
た
。

　

こ
の
高
い
評
価
に
接
し
て
、
自
然
科
学
者

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
言
葉
「
生
き
残
る
種
と
い
う
の

は
、
最
も
強
い
も
の
で
も
、
最
も
知
能
の
高
い

も
の
で
も
な
い
。
変
わ
り
ゆ
く
環
境
に
最
も
適

応
で
き
る
種
が
生
き
残
る
の
で
あ
る
」
を
思
い

出
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
も
環
境
の
変
化
に
適
応

で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
大
切

な
こ
と
を
学
ぶ
。

不
揃
ひ
に
熟
れ
て
う
ま
み
の
庭
苺

観
賞
し
自
家
産
初
の
苺
喰
う

青
い
空
一
直
線
に
い
ち
ご
苗

ミ
キ
サ
ー
に
残
る
イ
チ
ゴ
の
断
末
魔

初
苺
ま
ず
神
佛
に
供
へ
け
り

孫
叫
ぶ「
大
っ
き
い
！
」「
ま
っ
赤
！
」苺
つ
み

口
ず
さ
む
苺
白
書
を
も
う
一
度

名
を
も
ら
い
し
吉
田
茂
の
茂
り
か
な

若
葉
風
む
ね
躍
ら
せ
る
波
の
よ
う

運
動
会
み
ん
な
選
手
で
役
員
で

菜
園
の
夏
始
ま
り
て
値
を
下
す

学
帽
の
兄
に
供
え
し
初
苺

青
草
に
サ
マ
ー
ド
レ
ス
の
裾
は
ね
て

草
茂
る
耳
を
澄
ま
せ
ば
風
の
神

苺
と
酒
ス
ー
パ
ー
マ
ン
の
夫
は
還
暦

い
ち
ご
狩
り
両
手
ほ
っ
ぺ
欲
ば
っ
て

な
か
な
か
に
消
え
ぬ
思
い
出
花
火
散
る

心
し
て
地
産
地
消
の
苺
買
ふ

投
光
器
ク
ロ
ス
し
て
い
る
田
植
え
時

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

横　
田　
則　
子

若　
田　
　
　
茂

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

本　
田　
　
　
咲

山　
内　
み　
ゆ

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

「
東
川
米
」の
評
価
の
高
さ
か
ら
学
ぶ

俳　

句

俳　

句
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大雪山の素顔
初夏に咲くミズバショウ
　僕が大雪山を初めて訪れたのは、22歳の７月でし
た。関西で生まれ育った僕にとっては、大雪山はま
さに外国でした。大阪では既に連日30℃を超えてい
るにも関わらず、ここには多くの雪が残り、まだ芽
吹いたばかりの高山植物が咲き乱れ、本当に同じ日
本なのかと大きく感動したことをはっきりと覚えて
います。
　夏の大雪山を訪れる多くの登山者にとって、最大
の目的は日本一ともいえる高山植物の群落でしょう。
大雪山は、低温、多雪、強風など、人間が生きてい
くには最悪ともいえる自然環境が、逆に多くの高山
植物群落をつくる環境を生み出しています。
　冬に降る多くの雪は、北海道で生活する人には、
何の利益も生み出さない「邪魔者」という思いの人
も多いでしょう。しかし山に残る多量の雪が、北海
道の植物や動物、また人間の社会生活も潤し、梅雨
のない北海道に、かけがえのない水資源を生みだし
ていることを忘れてはならないと思います。
　今年の高原温泉は特に残雪が多く、例年６月に咲
くミズバショウも、ようやく７月に入って見ごろと

なりました。
　 ミ ズ バ
ショウは北
海道ではご
く普通に見
られますが、
道外では日
本海側の多
雪地域、ほ
かにシベリア東部やサハリン、千島列島などで生育
し、世界的にはそれほど多くの地域で見られる花で
はありません。
　現時点では、大雪山ではミズバショウの生育に衰
退は見られませんが、今後の気候変動によって乾燥
化が進むと、湿地を好むミズバショウは瞬く間に減
少していくでしょう。大雪山の類いまれなる自然環
境が生み出した日本一遅いミズバショウ群落を高原
温泉に見に行きませんか？

自然写真家 

高原温泉ヒグマ情報センター巡視員　　　松野智久

　

天
人
峡
の
羽
衣
の
滝
に
は
大
町
桂
月
の

有
名
な
漢
詩
が
あ
り
ま
す
。

千
丈
懸
崖
雲
上
達

懸
崖
缺
處
挂
飛
泉

相
看
唯
誦
靑
蓮
句

疑
是
銀
河
落
九
天

　

『
桂
月
全
集
』
を
読
む
と
、
１
行
目
起

句
の
７
文
字
目
が
雲
上
「
連
」
と
雲
上

「
達
」
の
二
通
り
が
出
て
き
ま
す
。
雲
の

上
に
連
な
る
の
か
、
達
す
る
の
か
。
字
体

が
似
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
ど
ち
ら
で
も

通
り
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
さ
て
、
い
っ

た
い
ど
ち
ら
な
の
？

　

２
年
前
、
旭
川
地
域
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
が
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
を
製
作
し
た
と
き
、
翻
訳
し
た
中
国

人
女
性
が
「
羽
衣
の
滝
の
詩
は
中
国
の
有

名
な
李
白
の
も
の
で
、
中
国
で
は
子
供
で

も
知
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
た
め
、
漢

詩
の
部
分
の
掲
載
を
見
送
っ
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。

　

望
盧
山
瀑
布　
　

李
白

日
照
香
爐
生
紫
煙

遙
看
瀑
布
挂
前
川

飛
流
直
下
三
千
尺

疑
是
銀
河
落
九
天

　

４
行
め
の
結
句
は
桂
月
、
李
白

と
も
同
じ
「
疑
是
銀
河
落
九
天
」

で
す
。
大
き
な
滝
の
飛
流
は
ま
る

で
高
い
、
高
い
天
か
ら
銀
河
が
落

ち
て
く
る
か
の
よ
う
だ
…
、
こ
ん

な
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

桂
月
の
漢
詩
３
行
目
転
句
の
「
靑
蓮
」

と
は
名
前
以
外
の
呼
び
方
と
し
て
、
「
靑

蓮
居
士
」
と
号
し
た
李
白
の
こ
と
で
す
。

羽
衣
の
滝
を
目
の
前
に
し
た
桂
月
は
、
李

白
の
望
盧
山
瀑
布
を
朗
々
と
吟
じ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

東
川
町
史
第
二
巻
や
１
９
６
５
（
昭
和

40
）
年
発
行
の
『
大
雪
山
の
あ
ゆ
み
』
に

は
「
靑
蓮
」
に
代
え
て
大
詩
人
の
意
味
が

あ
る
「
謫
仙
」
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
誰

が
置
き
換
え
た
の
で
し
ょ
う
？

　

漢
詩
が
有
名
だ
っ
た
た
め
か
、
大
町
桂

月
が
大
正
７
年
に
羽
衣
の
滝
と
名
付
け
た

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
『
北
海
道
地
名

大
辞
典
』
な
ど
に
も
そ
う
書
い
て
あ
り
ま

す
。
『
ふ
る
さ
と
東
川
』
の
年
表
に
は
１

９
１
８
（
大
正
７
）
年
羽
衣
の
滝
と
命
名
、

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
大
町
桂
月
が
旭

岳
登
山
と
あ
り
ま
す
。
登
山
す
る
３
年
も

前
に
、
行
っ
た
こ
と
の
な
い
滝
の
名
付
け

親
と
な
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
？

　

手
持
ち
の
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
の

地
図
に
既
に
羽
衣
滝
と
あ
り
ま
す
。
で
は
、

誰
が
、
い
つ
、
羽
衣
の
滝
と
名
付
け
た
の

で
し
ょ
う
？

町
史
編
さ
ん
専
門
員
、
西
原
義
弘

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
解
説
員
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

高
原
温
泉
に
咲
く
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

謎
の
迷
宮
、
羽
衣
の
滝

大
町
桂
月
の
羽
衣
の
滝
ス
ケ
ッ
チ
＝『
桂
月
全
集
別
巻
』（
昭
和
４

年
、興
文
社
内
桂
月
全
集
刊
行
会
発
刊
6
2
5
㌻
）か
ら
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A word from another worldA word from another worldNo.21

               メイ　    アイ　    ハブ　                サム

　   モア

                      ウジュ             ライク             サム

      モア

    プリーズ

S’more’s Please!   Karin Strom 
“How many can we have?” A question posed by one of my sisters as we sat around a crispy !re, 
licking marshmallow cream from our !ngers.  "e ringing of the last school bell signi!ed the 
start of summer this meant nights of camping.  Camping meant camp!res. Camp!res meant…
S’mores!  
S’mores: noun  \’smor\ a dessert consisting usually of toasted marshmallow and pieces of choco-
late bar sandwiched between two graham crackers.  "e greatest summertime treat of all time. 
Ingredients:
-Graham crakers
-Whole marshmallows (regular size)
-Chocolate bars 
-Stick or wire to hold the marshmallows
　1.Start with a camp!re. Use wood that is free from paint or preservatives. Embers from a 

charcoal grill or !re place, make for an ideal environment for roasting marshmallows.  If 
you’re hoping to make them in the winter, you can use a gas stove.

　2.Break the graham cracker in half. Take a graham cracker and break it along the center line 
so that it makes two even square crackers. "is is for the “sandwich”.

　3.Unwrap and break chocolate bar. Take the aluminum wrapping o# the chocolate bar and 
break it into smaller pieces, following the indentation lines on the bar. Place one or two 
pieces onto one cracker. 

　4.Roast a marshmallow.  Carefully insert the clean roasting wire or stick through the center of 
the marshmallow. "e marshmallow should be barely on the end of the stick. 

　　a.Suspend the marshmallow 3-10 inches from the coals of the !re. Be careful to keep 
clothing and hands away from the $ames.

　　b.Slowly rotate the marshmallow until every side is lightly golden and crispy. 
　　c.Immediately remove from the heat.
　5.Make the sandwich. Place the hot marshmallow on top of the base cracker and chocolate. 

Remove the stick. Place the top cracker over the marshmallow and chocolate. 
　6.Enjoy!! "e hot, gooey marshmallow will make the chocolate melt.  Eat while hot.  Ask for 

s’more!

スモア、プリーズ！　カリン・ストロム
　「いくつ、もらっていい？」。パチパチはぜるたき火の前に座って、指についたマシュマ
ロクリームをなめながら、妹が聞きます。学期末のベルが夏の始まりを告げると、さあ
キャンプです。キャンプファイアーです。そして、キャンプファイアーといえば、スモア！
　スモアとは、クラッカーにチョコレートとこんがり焼いたマシュマロを挟んだもの。なん
てったって、夏一番のごちそう！

材料
グラハムクラッカー
マシュマロ（レギュラーサイズ）
板チョコ
マシュマロを刺す棒か串

１．火をおこす。使う木材は、塗料や防腐剤の心配のないもの。炭焼き調理した後や暖炉の「おき」はマシュマロをあぶるの
に理想的。冬なら料理用ガスコンロを使います。

２．クラッカーを割る。クラッカーを真ん中の線に沿って半分に割ります。すると四角いクラッカーが2枚になります。これが
スモアの外側になります。

３．チョコを砕く。包装紙を取って、溝に沿って小さく割る。片方のクラッカーに１～２カケのせる。
４．マシュマロをあぶる。マシュマロの中央に清潔な焼き串か棒をそっと刺す。マシュマロは棒のぎりぎり端に刺す。
　a, たき火の炭の3～10インチのところで持つ。手や服を炎に近づけすぎないように。
　b, 軽いきつね色で表面がサクッとなるまで、まんべんなく串を回す。
　c, 火からさっと下ろす。
５．クラッカーで挟む。クラッカーとチョコの上にマシュマロを置く。串を抜く。上にクラッカーを乗せる。
６．召し上がれ！熱々のやわらかいマシュマロでチョコが溶けます。熱いうちにどうぞ。
お代わり（Some more! ）頼んで！
※1インチ＝2.54センチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【ちょっと豆知識】
宮地晶子

　スモアはsome more（も
うちょっと）という英語の音
が崩れたもの。「もうちょっ
と欲しい」という意味です。
お代わりしたくなるおいしさ、
みたいですね。スモアはアメ
リカやカナダでは夏の楽し
みです。さて、今回は「some 
more」を使った表現を見て
みましょう。
　自分がお代わりしたいとき
は「May I have some 
more?」と尋ねましょう。
　お代わりを勧める時は
「Would you like  some 
more?（もう少し、いかがで
すか）」と勧めます。お代わ
りが欲しい時は「 Ye s , 
please.」。 いらない時は
「No, thank you.」と答え
ましょう。お代わりを勧めら
れても、日本人は遠慮しがち
ですが、この遠慮は理解され
ません。欲しいときは、遠慮
しないで、ぜひ「S o m e 
more, please.」と言いま
しょう。「もう一度勧められ
てから」なんて思っていたら、
多分次はありませんよ。
「Yes」「Ｎｏ」しか言わない
人がいますが、とっても印象
が悪くなります。この2つの
フレーズはすぐ口から出るよ
うにしたいものです。

（訳：宮地晶子）

サモア

「エイゴノマナビカタ」は休載します
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貸し出し図書・ビデオ紹介 文化交流館 ☎82－4245貸し出し図書・ビデオ紹介 文化交流館 ☎82－4245

第
２
回

第

૝
Ჭ
Ɯ
๏
ໂ
ƚ

ミ
ニ
家
庭
医
学
講
座

　

就
任
し
て
数
カ
月
が
経
ち
、

外
来
で
も
複
数
回
お
会
い
す
る

方
も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

初
め
て
会
う
時
は
お
互
い
に
緊

張
し
た
中
で
の
診
療
に
な
り
ま

す
が
、
２
回
目
か
ら
は
お
互
い

に
ち
ょ
っ
と
ず
つ
慣
れ
て
相
談

で
き
る
こ
と
も
増
え
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
90
代
で
も
一
人
で

歩
い
て
外
来
に
通
院
さ
れ
る
方

が
い
る
一
方
で
、
そ
ろ
そ
ろ
外

来
に
通
院
す
る
の
も
難
し
く
な

っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
方
も
お

り
ま
す
。

　

家
庭
医
の
診
療
の
方
法
と
し

て
「
訪
問
診
療
」
と
「
往
診
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

訪
問
診
療
と
は
、
寝
た
き
り
、

ま
た
は
ほ
ぼ
寝
た
き
り
に
近
い

状
態
で
外
来
通
院
が
で
き
な
い

方
に
対
し
て
、
医
師
や
看
護
師

な
ど
が
定
期
的
、
計
画
的
に
自

宅
へ
訪
問
し
て
診
療
を
行
い
ま

す
。
血
圧
測
定
、
注
射
や
点
滴
、

処
置
な
ど
で
き
る
こ
と
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
通
常
月
に
１

〜
２
回
自
宅
で
診
療
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
医
師
が
診
察
す
る
だ

け
で
は
不
十
分
で
、
「
訪
問
看

護
師
」
と
い
う
専
門
の
看
護
師

が
自
宅
で
の
療
養
の
手
助
け
を

し
て
く
れ
ま
す
。

　

一
方
、
往
診
と
は
急
病
に
よ

り
通
院
が
で
き
な
い
場
合
に
緊

急
に
自
宅
に
伺
っ
て
診
療
を
す

る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
現
在
、

診
療
所
で
は
訪
問
診
療
は
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
往
診
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

介
護
は
、
介
護
保
険
が
平
成

12
年
に
開
始
さ
れ
て
以
来
、
ほ

ぼ
家
族
だ
け
で
行
う
も
の
か
ら

専
門
の
介
護
士
が
お
手
伝
い
で

き
る
よ
う
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
自
宅
で
の
介
護
で

は
、
ま
だ
ま
だ
家
族
の
負
担
も

大
き
く
、
特
に
夜
間
の
対
応
な

ど
は
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

自
宅
で
の
介
護
が
難
し
い
場
合

は
、
老
人
施
設
で
の
介
護
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
施
設
に

も
よ
り
ま
す
が
、
通
院
が
困
難

に
な
っ
た
場
合
に
は
施
設
へ
も

訪
問
診
療
が
可
能
で
す
の
で
、

施
設
の
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
老
人

保
健
施
設
、
特
別
養
護
老
人
保

健
施
設
は
専
任
の
医
師
が
お
り

ま
す
の
で
、
原
則
訪
問
診
療
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

訪
問
診
療
が
可
能
か
ど
う
か

は
医
師
の
判
断
に
よ
り
ま
す
の

で
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

も
し
く
は
診
療
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています★
1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間

貸し出し検索 ☞ http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

クロコダイルとイルカ（絵本）
ドリアン助川/作　あべ 弘士/絵　メディアパル/刊

　らんぼう
もので、な
んでも手あ
たりしだい
に食べてし
まう、でっ
かい、でっ
かいクロコ

ダイル。ある日、アヤカと名乗るイルカにで
あいました。クロコダイルはしっぽのさきま
で、〝ぽーっ〟とあたたまるようで、むねがど
きどきします。アヤカをにがしてあげたクロ
コダイルは…。人の優しさと親子の絆を
テーマにした映画「じんじん」から生まれた
絵本。

白雪姫と鏡の女王
（映画、DVD）ハピネット

　白雪姫は、父
親である国王が
幼いころに亡くな
って以来、継母の
女王に城に閉じ
込められていた。
わがままな女王
のせいで、今や
王国は破産寸前。
女王は隣国のリ

ッチでハンサムな王子と結婚することで富
も愛も手に入れようと企む。しかし王子は
白雪姫と恋に落ちてしまった。白雪姫は怒
った女王の側近に命を狙われ、森へと逃
げる。 (106分)

心（一般書）
姜 尚中（カン・サンジュン）/著　集英社/刊

　青年・直弘は親友
を亡くして悩み、大
学教授に手紙とメー
ルで相談を持ちかけ
る。その青年の名前
は、期せずして教授
の長男と同じ名前だ
った。長男は神経の
病に苦しみ、引きこ
もりを続けた末、25

歳で自殺していた。若くして亡くなった友の死を受
け入れられず、生きる意味を見失っている青年。
一方、自殺してしまった長男。「どうして人は生きる
のか」―。長男の死後投げかけられた問いを絡め
ながら、悩める若者に向けて書いた一冊。

古
川
倫
也
医
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

札
幌
市
生
ま
れ
、
39
歳
。
２
０

０
１
（
平
成
13
）
年
旭
川
医
科
大

学
医
学
部
卒
。
２
０
０
５
（
同

17
）
年
北
海
道
家
庭
医
療
学
セ
ン

タ
ー
家
庭
医
療
専
門
医
研
修
修
了
。

日
本
医
師
会
認
定
ス
ポ
ー
ツ
医
、

同
会
認
定
産
業
医
。

17 Higashikawa  2013  July



大雪地区広域連合からのお知らせ

公費（税金）（50％）

（国25、道12.5、広域連合12.5）

被保険者保険料（50％）

第1号（21） 第2号（29）

所 得 割（ % ） 6.7（7.7） 2.1（2.1） 1.6（1.6）

資 産 割（ % ） 20.0（20.0） 8.0（8.0） 4.3（4.3）

均 等 割（ 円 ）
（１人当たり） 22,000（24,000） 7,000（6,700） 7,000（7,000）

7 割 軽 減 額 6,600（7,200） 2,100（2,010） 2,100（2,100）

5 割 軽 減 額※3 11,000（12,000） 3,500（3,350） 3,500（3,500）

2 割 軽 減 額 17,600（19,200） 5,600（5,360） 5,600（5,600）

平 等 割（ 円 ）
（ 世 帯当たり） 38,000（38,000） 10,800（10,800） 9,800（9,800）

7 割 軽 減 額 11,400（11,400） 3,240（3,240） 2,940（2,940）

5 割 軽 減 額※3 19,000（19,000） 5,400（5,400） 4,900（4,900）

2 割 軽 減 額 30,400（30,400） 8,640（8,640） 7,840（7,840）

510,000（510,000）賦課限度額（円） 140,000（140,000） 120,000（120,000）

医　療　分 支援金分　※１ 介護分　※２住民税非課税世帯で、｛前年の合計所得＋課税年金収入
額｝が80万円を超え120万円以下

住民税課税世帯で、本人が住民税非課税であり、｛前年の
合計所得＋課税年金収入額｝が80万円を超える

住民税非課税世帯で、｛前年の合計所得＋課税年金収入
額｝が120万円を超える

生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で住民税非課
税世帯

住民税非課税世帯で、｛前年の合計所得＋課税年金収入
額｝が80万円以下

住民税課税世帯で、本人が住民税非課税であり、｛前年の
合計所得＋課税年金収入額｝が80万円以下

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が190万円未満

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が600万円以上

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が190万円以上
400万円未満

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が400万円以上
600万円未満

対　象　者

３

６
（基準）

４

１

２

５

７

10

８

９

段階別保
険料区分

0.70

基準額

0.75

0.46

0.46

0.88

1.25

2.00

1.50

1.75

算定方法
（基準額×倍率）

42,840

61,200

45,900

28,150

28,150

53,850

76,500

122,400

91,800

107,100

保険料
（24～26年度）
（年額、円）

　保険料は、３年ごとに見直される介護保険事業計画で見込まれた大雪地区広域連合全体の介護サービ
ス量（費用）に基づいて計算しています。平成24年度から同26年度までの３年間の基準額（年額）は、
61,200円（月額5,100円）です。
65歳以上の方の年額保険料（24～26年度、第1号被保険者）

▲

保険料の納め方
　保険料の納め方には特別徴収（年金からの天引き）と、普通徴収（口座振替または納付書による納付）
があります。
（１）特別徴収（年金額から天引き）
　　　65歳以上の方（第１号被保険者）であって、年額18万円（月額１万5,000円）以上の各種年金を
　　受けている方。毎回受け取る年金（２カ月ごとの偶数月）から、毎回２カ月分の保険料を天引きで
　　支払い。老齢福祉年金からは天引きされません。
（２）普通徴収（口座振替、納付書によって金融機関等を経て納付）
　　　大雪地区広域連合から送付する納付書で納付します。
（３）40歳以上65歳未満の方（第２号被保険者）の保険料
　　　医療保険の保険料として一括して徴収します。保険料の計算方法や額は、加入している医療保険
　　制度によって異なります。
　　①社会保険に加入している方（給与所得者）
　　　・給料に応じて異なります。

国民健康保険料、介護保険料を改定します
―後期高齢者医療保険料は据え置き―

国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者
医療保険料を改定しました

１．国民健康保険料率
　大雪地区広域連合議会で25年度国民健康保険料率の改定が決まりました。保険財政の状況等をもと
に検討した結果、次のように保険料率表を改定しました。加入者の皆さまが安心して医療を受けられる
事業運営のためご協力をお願いします。
２５年度国民健康保険料率表

※１　支援金分は後期高齢者医療制度に必要な総医療費の一部を負担する『後期高齢者支援金』、74歳以下の人が納
　　　めるもの
※２　介護分は40～64歳の人が納める介護保険料相当分です（介護保険の第２号被保険者）
※３　前年所得が一定の基準額に満たない世帯は、均等割と平等割の軽減が適用されます

２．介護保険料
　「介護保険制度」は、住み慣れた地域でいつまでも健やかに暮らし、介護が必要になっても安心して
生活できるように、40歳以上のすべての人が保険料を出し合ってお互いに支え合う制度です。一人ひ
とりの保険料が制度を支えています。
　制度維持にかかる費用の財源は、65歳以上の方の第１号被保険者、40歳以上65歳未満の方の第２号
被保険者の皆さまが納める保険料と、公費（税金）で賄っています。その負担割合は次のとおりです。

介護サービスにかかる費用負担の割合（％）（全体100％）

保険料を算出する場合の保険料率は次のとおりです。（　）は前年度

国 民 健 康 保 険 料 、介 護 保 険 料 、
後期高齢者医療保険料を改定しました
国 民 健 康 保 険 料 、介 護 保 険 料 、
後期高齢者医療保険料を改定しました
国 民 健 康 保 険 料 、介 護 保 険 料 、
後期高齢者医療保険料を改定しました
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お問い合わせ／大雪地区広域連合国民健康保険対策室、介護保険対策室　☎（直通）82－3697
納付相談窓口／役場税務課税務収納室　　☎82－2111（内線121）

７月31日（水）
９月２日（月）
９月30日（月）
10月31日（木）
12月２日（月）
12月30日（月）

来年１月31日（金）

納期限
第１期
第２期
第３期
第４期
第５期
第６期
第７期

※4　単身世帯の方は該当しません。

大雪地区広域連合からのお知らせ

④2割軽減額

③5割軽減額 （33万円+{24万５千円×世帯主以外の被保険者数}）（※４）

②8.5割軽減額

①9割軽減額

イ．均等割（円）　　（　　）内は軽減対象となる基準所得

ア．所得割

賦 課 限 度 額（ 円 ）

（33万円+35万円×世帯の被保険者数）

（33万円）

（33万円かつ被保険者全員が年金収入80万円以下で他の所得がない）

47,709

10.61（％）

4,770

7,156

23,854

38,167

550,000

　　　・医療保険の保険料と同様に事業主が半分負担します。
　　　・被扶養者は直接の保険料負担はありません。
　　②国民健康保険に加入している方（自営業、農・林業など）
　　　・所得、資産等に応じて異なります。
　　　・保険料と同額の国庫負担があります。
　　　・世帯単位で算出します。世帯主は世帯全員分を負担します。

３．後期高齢者医療保険料
　保険料は、被保険者全員が負担する「均等割」、前年の所得に応じて負担する「所得割」の合計額です。
7月中旬に本年度保険料額の決定通知書、納付通知書（普通徴収）、特別徴収開始通知書を送付します。
25年度後期高齢者医療保険料表

4．納付方法の変更
　国民健康保険料、後期高齢者医療保険料の支払いが年金からとなっている方（特別徴収）、または特
別徴収開始通知書によって10月以降特別徴収となる方は、支払い方法を口座振替に切り替えることが
できます。
　10月以降の特別徴収分を口座振替に切り替えることをご希望の場合は、７月31日（水）までに役場
国民健康保険担当（または収納担当窓口）で変更の手続きをしてください。
◆手続きに必要なもの
　本人の保険証、振替口座の預金通帳、通帳の届け出印
　※介護保険料は納付方法を変更できません。ご注意ください。

5．保険料の納期限
　大雪地区広域連合の国民健康保険料（普通徴収）、介護保険料（普通
徴収）、後期高齢者医療保険料（普通徴収）の納期限は次のとおりです。
期限内の納付が難しい場合は分割納付制度もありますので、納付窓口で
ご相談ください。納期限を過ぎると延滞金が徴収される場合があります
のでご注意ください。
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くらし
・

ネットワーク

　
父
直樹
秀樹
敬悟
嘉一
拓也
雅弘

　
母
茉弥
ちよみ
千晴
有美子
亜由美
恵美

　
行政区
北町3丁目
東町2丁目
西町2丁目
西町2丁目
西区
17区西町

お 誕 生
生まれた子
池田　琉聖
菅野　恵太
立川　うらら
濱邊　りあ
青木　薫
山口　琉伊

  いけだ　りゅうせい

  かんの　    けいた

たちかわ

  はまべ

  あおき　 かおる

やまぐち　   る  い

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

人のうごき　5月16日～6月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
（前月比－
（前月比±
（前月比－
（前月比＋

　
7,953人
3,721人
4,232人
3,466戸

6人
4人
13人
19人

　
3人）
0人）
3人）
7戸）

人口・世帯数　5月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
行政区
7南区
28区
東町1丁目
15区

　
歳
100歳
93歳
80歳
94歳

おくやみ
亡き人
丸山　孝
内田　タミ子
阪上　幸夫
樽井　ツヨ

届出人
丸山　幸男
内田　昌幸
阪上　裕子
樽井　英二

上
の
方
で
個
人
住
民
税
を
納
税
す
る
義

務
が
あ
る
方
は
、
一
部
市
区
町
村
を
除

い
て
、
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
10
月

か
ら
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（
引

き
落
と
し
）
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を

　

町
税
は
、
預
金
口
座
か
ら
納
期
限
の

日
に
自
動
的
に
振
り
替
え
納
付
す
る
こ

算
定
し
た
税
額
を
所
在
市
町
村
に
納
め

る
税
金
で
す
。

「
軽
自
動
車
税
」　

毎
年
４
月
１
日
現

在
、
軽
自
動
車
（
原
動
機
付
き
自
動
車
、

軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
、
二
輪
、
農
耕

作
業
車
等
）
を
所
有
し
て
い
る
方
が
納

め
る
税
金
で
す
。

　

身
体
障
が
い
者
の
た
め
に
使
用
さ
れ

る
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
も
の
は
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
（
生

計
を
同
一
に
す
る
方
が
所
有
す
る
車
両

も
適
用
対
象
）
。

　

減
免
を
受
け
る
に
は
７
月
19
日
（
金
）

ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
は
当
分

の
間
見
送
っ
て
い
ま
す

 

東
川
町
で
は
、
国
民
年
金
等
を
受
給

し
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
創

設
さ
れ
た
「
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
」

は
、
当
分
の
間
実
施
を
見
送
っ
て
い
ま

す
。

　

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
65
歳
以

 

税
務
課
か
ら

　

課
税
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
は
☎

（
内
線
１
２
３
、
１
２
４
）
、　

納
付

に
関
す
る
ご
相
談
は
☎
（
内
線
１
２
１
、

１
２
２
）

町
税
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
し

た　
25
年
度
の
町
税
（
住
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
）
納
税
通
知
書
を

７
月
１
日
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

町
税
は
年
４
回
に
分
け
て
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
納
税
通
知
書
の
内
容
を

確
認
し
、
納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

「
住
民
税
」　

毎
年
１
月
１
日
現
在
居

住
し
て
い
る
市
町
村
に
、
前
年
の
所
得

を
も
と
に
算
出
さ
れ
た
税
額
を
納
め
る

税
金
で
す
。

「
固
定
資
産
税
」　

毎
年
１
月
１
日
に

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
が
固
定
資
産
の
価
格
を
も
と
に

と
が
で
き
ま
す
。
預
貯
金
口
座
振
替
依

頼
書
が
手
続
き
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
、

納
入
通
知
書
、
預
貯
金
通
帳
、
銀
行
印

を
持
参
の
う
え
、
納
期
限
の
15
日
前
ま

で
に
手
続
き
願
い
ま
す
（
郵
便
局
は
20

日
前
ま
で
）
。

　

口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関
は
、
○

東
川
町
農
業
協
同
組
合
○
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
及
び
郵
便
局
○
北
央
信
用
組
合
○
北

海
道
銀
行
○
北
洋
銀
行
○
北
陸
銀
行
―

の
道
内
各
店
舗
。

　

口
座
振
替
の
受
け
付
け
窓
口
は
、
○

役
場
税
務
課
○
東
川
町
農
業
協
同
組
合

○
町
内
の
各
郵
便
局
○
北
央
信
用
組
合

東
川
支
店
○
北
海
道
銀
行
豊
岡
支
店
○

北
洋
銀
行
旭
川
中
央
支
店
○
北
陸
銀
行

旭
川
支
店
―
で
す
。

　

何
ら
か
の
事
情
で
納
期
ご
と
に
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
７
月
19

日
（
金
）
ま
で
に
必
ず
税
務
課
で
納
税

相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
猶
予
、
分
割
納
付
（
原
則
口
座

振
替
）
、
事
情
に
よ
っ
て
は
減
免
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
延
滞
金
を
徴
収
し
て
い
ま
す　

税

（
料
）
金
を
納
期
限
後
に
納
付
し
た
場

合
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
し
た
日

ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
延
滞
金
を
徴
収

し
て
い
ま
す
。
納
期
限
内
に
納
付
を
済

ま
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
（
内
線
１
１

1
）

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
、納
付
猶

予
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
っ
て
保

険
料
の
納
付
が
免
除
、
ま
た
は
猶
予
と

な
る
「
保
険
料
免
除
」
「
若
年
者
納
付

猶
予
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
、
納
付
猶
予
を
受
け
ず
に
保
険

料
を
未
納
し
た
ま
ま
死
亡
、
ま
た
は
１

納付期限

７月31日（水）

９月30日（月）

12月２日（月）

来年１月31日（金）

第１期

第２期

第３期

第４期

〃

〃

町・道民税、固定資
産税、軽自動車税
町・道民税、固定資
産税
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都市建設課
工事、委託、物品購入の入札結果  
町発注事業の入札結果をお知らせします。

入札日 設　備　名　等 請負業者

5月28日 大雪消防組合第三分団駐車場整備工事 藤田建設工業㈱ 指名競争入札

〃

特定地区公園整備工事 ㈱藤田組 〃

西5号道路改良工事（第1工区） 松井組工建㈱ 〃〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

西3号道路改良工事（第1工区）

幼児センター屋外プール置き場床張り替え工事

交流広場整備実施設計委託業務

林業専用道（規格相当）中の沢2号線測量設計委託業務

東川第三小学校体育館電気暖房制御盤改修工事

スクールバス購入

㈱藤田組

松井組工建㈱

旭川設計測量㈱

藤井測量設計㈱

㈱東川電気工事

東川町農業協同組合

〃

〃

〃

〃

〃

請負価格
（税込み、千円）

7,035

157,500

55,650

64,050

19,173

2,835

1,995

945

3,381 〃

契約方法等

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
今
年
３
月
ま
で
に
専
門
学
校
、

短
期
大
学
、
大
学
を
卒
業
し
た
方
、

ま
た
は
来
年
３
月
に
卒
業
見
込
み

の
方

試
験
日　

９
月
22
日
（
日
） 

試
験
会
場　

旭
川
大
学
（
旭
川
市
永
山

　

３
条
23
丁
目
）

試
験
区
分　

●
高
校
卒
業
（
専
門
学
校

　

ま
た
は
短
期
大
学
卒
業
含
む
）
●
大

　

学
卒
業 

受
付
期
間　

７
月
１
日
（
月
）
か
ら
８

　

月
９
日
（
金
）
ま
で
の
期
間
（
当
日

　

消
印
有
効
）

申
込
書
の
配
布　

上
川
町
村
会
事
務
局
、

　

上
川
管
内
の
町
村
役
場
、
各
町
村
に

　

所
在
す
る
消
防
署
・
支
署

上
川
管
内
町
村
等
職
員
採
用
試
験
説

明
会
の
開
催

　

９
月
22
（
日
）
に
実
施
予
定
の
平
成

26
年
度
町
村
職
員
採
用
資
格
試
験
説
明

会
を
開
き
ま
す
。

日
時　

７
月
６
日
（
土
）
午
後
２
時

場
所　

上
川
合
同
庁
舎 

（
３
階
講
堂
、

　

旭
川
市
永
山
６
条
19
丁
目
）

対
象　

町
村
役
場
の
仕
事
に
興
味
の
あ

　

る
方
、
学
校
の
進
路
指
導
関
係
者
等

お
問
い
合
わ
せ　

上
川
町
村
会
事
務
局

　

☎
46
|
４
９
７
０

 

都
市
建
設
課
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
都

市
建
設
課
（
担
当
・
藤
井
、
阪
部
、
坂

口
）
☎
（
内
線
２
３
２
、
２
３
３
）
、

F
a
x
（
代
）
82
‐
３
６
４
４

中
心
市
街
地
活
性
化
検
討
会
の
公
募

委
員
を
募
集

　

東
川
小
学
校
の
移
転
に
伴
う
跡
地
利

用
な
ど
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
検
討

す
る
た
め
、
今
年
８
月
に
発
足
予
定
の

「
東
川
町
中
心
市
街
地
活
性
化
検
討
会
」

の
町
内
公
募
委
員
３
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
ご
希
望
の
方
は
、
７
月
24
日
ま

で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
電
話
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
締

め
切
り
当
日
の
消
印
有
効
）
。
Ｅ
メ
ー

ル
の
ア
ド
レ
ス
は

toshi.kensetsu@town.higashikawa
.lg.jp

　

同
検
討
会
は
、
関
係
団
体
、
公
募
委

員
で
構
成
予
定
。
年
４
回
程
度
の
会
議

を
実
施
し
、
答
申
案
を
ま
と
め
る
予
定

で
す
。　

　 

写
真
の
町
課
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
写
真

の
町
実
行
委
事
務
局
☎
（
内
線
５
９
１
）

ひ
が
し
か
わ
大
写
真
展
の
作
品
を
募

集
し
ま
す

　

第
９
回
ひ
が
し
か
わ
大
写
真
展
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

段
階
あ
り
ま
す
。
承
認
期
間
は
７
月
か

ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

　

全
額
免
除
の
場
合
、
年
金
額
は
満
額

の
年
金
に
比
べ
て
３
分
の
１
に
な
り
ま

す
。

　

一
部
免
除
（
一
部
納
付
）
は
、
前
年

所
得
を
基
に
審
査
し
ま
す
。
保
険
料
を

途
中
で
未
納
す
る
と
、
そ
れ
以
降
「
未

納
期
間
」
と
な
っ
て
合
算
対
象
期
間
、

年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
度

一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
世
帯
主
と
同

居
し
て
い
る
3
0
歳
未
満
の
申
請
者
本

人
及
び
配
偶
者
の
み
の
前
年
所
得
を
基

に
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
失
業
に
よ
る
特
例
免
除

申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
失
業

（
退
職
）
し
て
い
た
場
合
に
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
者
証
、
ま
た
は
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
が
必
要
で
す
。

申
請
者
以
外
の
「
申
請
者
の
配
偶
者
、

世
帯
主
」
の
前
年
所
得
に
よ
っ
て
該
当

段
階
が
判
定
さ
れ
ま
す
。

　

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
は
、

前
年
の
所
得
状
況
（
源
泉
徴
収
票
、
確

定
申
告
書
の
写
し
等
）
を
証
明
す
る
も

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
の
申
請
は
、
印
鑑
を
ご
持
参

の
上
、
役
場
１
階
１
番
窓
口
で
す
。

　

年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
年
金

事
務
所
☎
27
|
１
６
１
１

級
、
２
級
の
障
害
の
状
態
に
な
る
と
、

遺
族
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
な
ど

の
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
忘

れ
ず
に
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
申

請
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
の
期
間

は
、
国
民
年
金
を
受
け
る
資
格
と
し
て

計
算
す
る
「
受
給
資
格
期
間
」
（
３
０

０
月
以
上
）
に
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

将
来
の
年
金
の
受
給
額
を
決
定
す
る

要
素
は
、
受
給
資
格
期
間
に
加
え
て
実

際
に
保
険
料
を
支
払
っ
た
「
保
険
料
納

付
済
期
間
」
が
必
要
で
す
。

　

免
除
、
納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、

実
際
に
保
険
料
を
納
付
し
て
い
な
い

「
合
算
対
象
期
間
」
と
呼
ば
れ
、
受
給

資
格
期
間
の
要
件
は
満
た
し
ま
す
が
支

払
い
額
は
少
な
く
な
る
の
で
、
全
額
納

付
の
場
合
と
比
べ
て
将
来
受
け
取
る
年

金
額
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

免
除
、
猶
予
を
受
け
た
期
間
の
保
険

料
は
、
後
日
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
該
当
期
間
の
保

険
料
を
全
額
納
付
で
き
る
た
め
、
将
来

の
受
け
取
り
年
金
額
も
満
額
年
金
を
も

ら
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

免
除
、
納
付
猶
予
は
、
申
請
が
必
要

で
す
（
継
続
申
請
を
希
望
す
る
場
合
は

再
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

「
申
請
者
、
申
請
者
の
配
偶
者
、
世
帯

主
」
の
前
年
所
得
に
よ
っ
て
全
額
、
ま

た
は
一
部
免
除
が
判
定
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
は
４
分
の
１
か
ら
全
額
ま
で
４

 

企
画
総
務
課
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
総
務

室
☎
（
内
線
２
２
５
）
、
大
雪
地
区
広

域
連
合
事
務
局
☎
（
直
）
82
|
３
６
９

７
、
ま
た
は
☎
（
内
線
５
６
１
）

上
川
管
内
町
村
等
職
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

　

上
川
管
内
町
村
職
員
等
採
用
試
験
を

行
い
ま
す
。
東
川
町
は
保
育
士
（
社
会

人
）
、
大
雪
地
区
広
域
連
合
職
員
は
一

般
職
の
募
集
で
す
。
応
募
希
望
の
方
は
、

内
容
を
確
認
の
う
え
、
町
職
員
（
保
育

士
）
を
志
望
の
場
合
は
企
画
総
務
課
、

大
雪
地
区
広
域
連
合
職
員
（
一
般
職
）

を
志
望
の
場
合
は
大
雪
広
域
連
合
事
務

局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

職
種　

①
町
職
員
専
門
職
（
保
育
士
、

　

男
女
不
問
）
②
大
雪
地
区
広
域
連
合

　

職
員
（
一
般
職
、
同
） 

募
集
人
数　

各
若
干
名 

受
験
資
格　

①
町
職
員
専
門
職
（
保
育

士
）
は
、
高
校
、
大
学
卒
業
と
も
に

26
年
４
月
１
日
現
在
満
40
歳
以
下
の

方
で
、
保
育
士
及
び
幼
稚
園
教
諭
両

方
の
有
資
格
者
で
あ
っ
て
資
格
に
基

づ
く
業
務
経
験
が
最
低
３
年
以
上
あ

る
方
（
平
成
25
年
９
月
22
日
現
在
）

②
大
雪
地
区
広
域
連
合
職
員
（
一
般

職
）
は
、
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年

４
月
２
日
か
ら
１
９
９
６
（
同
８
）

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方 

、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
と
申
請
の
お
問
い
合
わ

せ
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５
０
２
、

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
、

高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は
お
済
み

で
す
か
？

　

今
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
け
て

い
た
方
は
、
６
月
28
日
（
金
）
ま
で
に

「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
皆
さ
ま
に
は
す
で
に
案
内

を
発
送
済
み
で
す
（
公
務
員
の
方
は
各

職
場
か
ら
案
内
）
。
手
続
き
が
お
済
み

で
な
い
方
は
至
急
提
出
願
い
ま
す
。

 

６
月
以
降
、
受
給
資
格
が
消
滅
し
た

場
合
で
も
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出
が

な
い
場
合
、
10
月
上
旬
に
予
定
の
児
童

手
当
（
６
月
分
以
降
）
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

食
事
か
ら
健
康「
栄
養
教
室
」

　

食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足

な
ど
か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
」
た
め
、
食
生
活
の
見
直
し
と

健
康
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

身
近
な
材
料
を
使
っ
て
調
理
実
習
を

し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
、
味
付
け
な
ど
確

認
し
ま
し
よ
う
（
希
望
す
る
方
は
食
生

活
改
善
推
進
員
と
な
る
単
位
を
取
る
こ

者
に
は
３
万
円
の
商
品
券
（
子
ど
も
部

門
は
５
千
円
の
図
書
券
）
な
ど
、
各
部

門
入
賞
者
に
賞
品
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

応
募
作
品
展
は
来
年
１
月
７
日
（
火
）

か
ら
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
予
定
で

す
。

締
め
切
り　

11
月
20
日
（
水
）

部
門　

町
民
一
般
、
町
外
一
般
、
町
民

　

子
ど
も
の
３
部
門

規
定　

○
他
の
コ
ン
テ
ス
ト
等
で
入
賞

し
た
作
品
を
除
く
○
町
民
は
２
Ｌ
か

ら
Ａ
４
版
ま
た
は
四
つ
切
り
プ
リ
ン

ト
○
町
外
は
Ａ
４
版
ま
た
四
つ
切
り

プ
リ
ン
ト
○
入
賞
作
品
は
フ
ィ
ル
ム
、

画
像
デ
ー
タ
を
別
途
提
出
○
１
人
３

点
ま
で
（
入
賞
は
１
人
１
点
）

表
彰　

来
年
１
月
19
日
（
氷
ま
つ
り
会

　

場
）

 

地
域
活
性
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
地
域
づ
く
り
推
進

室
☎
（
内
線
２
６
１
）

不
要
に
な
っ
た
自
転
車
を
探
し
て
い

ま
す

　

ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
自
家
用
自

転
車
が
あ
り
ま
し
た
ら
無
料
で
お
譲
り

く
だ
さ
い
。

　

日
本
語
研
修
の
た
め
に
来
町
し
て
い

る
海
外
か
ら
の
研
修
生
が
移
動
の
た
め

に
日
常
使
う
自
転
車
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
き
ち
ん
と
使
用
で
き
る
状
態
で
あ

れ
ば
自
転
車
の
タ
イ
プ
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

と
が
で
き
ま
す
）
。

日
時　

７
月
17
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
民
ど
な
た
で
も

内
容　

食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
・
パ
ー
ト
４
、

　

講
話
、
調
理
実
習
、
試
食
（
希
望
者

　

は
体
脂
肪
測
定
）

持
ち
物　

筆
記
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

巾
（
食
材
費
の
一
部
１
０
０
円
を
自

　

己
負
担
）

２
種
混
合
予
防
接
種
お
知
ら
せ

　

小
学
６
年
生
の
２
種
混
合
予
防
接

種
を
行
い
ま
す
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
）
。
乳
幼
児
期
に
３
種
混
合
予
防
接

種
で
得
た
免
疫
の
低
下
を
防
ぎ
、
免
疫

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日
付　

①
７
月
26
日
（
金
）
、
同
月
30

日
（
火
）
②
８
月
１
日
（
木
）
、
同

月
２
日
（
金
）

時
間　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
（
午

後
４
時
半
か
ら
＝
３
種
混
合
予
防
接

種
を
第
１
期
初
回
（
３
回
）
、
１
期

追
加
接
種
（
１
回
）
の
計
４
回
の
う

ち
３
回
以
上
実
施
し
て
い
る
児
童
）

場
所　

町
立
診
療
所

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
高
齢
者
用
予

防
接
種
を
実
施
し
ま
す

　

肺
炎
球
菌
は
の
ど
や
鼻
に
い
る
細
菌

で
、
肺
炎
や
中
耳
炎
な
ど
を
起
こ
す
原

因
と
な
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
は
細
菌

性
肺
炎
の
原
因
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
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移動献血車
次の日程で移動献血車が来町します。

実 施 日 時 間 場 所

JA東川事務所前

役場庁舎前

東川養護学校前

9：30～12：00

13：00～15：20

15：30～16：30

8月1日
（木）

申し込み開始日 検 診 日

７月９日㈫
８月６日㈫
10月１日㈫
11月12日㈫

来年１月14日㈫
３月４日㈫

７月28日㈰
９月１日㈰
10月20日㈰
12月１日㈰

来年２月２日㈰
３月23日㈰

検診項目
胃がん、肺がん、大腸がん、乳がん、子宮がん

保健福祉課く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
82
|
５
１
０
０

「
よ
ち
よ
ち
教
室
」を
開
き
ま
す

　

お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

で
す
。
親
子
で
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、

お
友
だ
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

０
歳
児
対
象
の
親
子
遊
び
の
教
室
で

す
が
、
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
も
一

緒
に
ど
う
ぞ
。

日
時　

７
月
11
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

幼
児
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支
援

　

セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー
ル
ー
ム

対
象　

０
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

人
数　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

講
師　

佐
藤
亜
紀
子
さ
ん
（
園
児
保
護

　

者
）  

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、

　

マ
グ
ネ
ッ
ト
作
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
運

　

動

 

教
育
委
員
会
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
文
化
交
流
館
☎
82

|
４
２
４
５

図
書
ま
つ
り
、親
と
子
の
移
動
朗
読

会
を
開
き
ま
す

　

図
書
ま
つ
り
、
第
３
回
親
と
子
の
移

動
朗
読
会
を
開
き
ま
す
。

日
時　

７
月
15
日
（
月
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時

場
所　

文
化
交
流
館

催
し　

▼
図
書
ま
つ
り　

○
古
本
リ
サ

イ
ク
ル
○
工
作
コ
ー
ナ
ー
「
お
さ
か

な
と
あ
そ
ぼ
う
」
▼
親
と
子
の
移
動

朗
読
会　

○
大
型
絵
本
で
「
に
じ
い

ろ
の
さ
か
な
」
（
マ
ー
カ
ス
・
フ
ィ

ス
タ
ー
作
）
の
読
み
聞
か
せ
。
読
み

手
は
「
お
は
な
し
の
会
ピ
ッ
ピ
」
の

向
坊
啓
子
さ
ん
、
三
戸
部
智
子
さ
ん

料
金　

入
場
無
料
（
当
日
の
参
加
自
由
）

 

町
立
診
療
所
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
診
療

所
☎
82
|
２
１
０
１

町
立
診
療
所
の
看
護
補
助
者（
臨
時

職
員
）を
募
集
し
ま
す

　

看
護
補
助
者
（
臨
時
職
員
）
を
募
集

し
ま
す
。

採
用　

１
人

締
め
切
り　

７
月
16
日
（
火
）

採
用
日　

８
月
１
日
（
木
）
（
予
定
）

勤
務
内
容　

入
院
患
者
の
介
護
看
護
補

　

助
業
務
（
夜
間
業
務
あ
り
）

資
格　

介
護
福
祉
士
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ

　

ル
パ
ー
２
級
以
上
の
有
資
格
者

勤
務
時
間　

基
本
午
前
９
時
〜
午
後
５

　

時
半
（
週
休
２
日
制
）
、
交
代
勤
務

　

制
、
月
８
回
程
度
夜
間
業
務
あ
り

賃
金　

東
川
町
臨
時
職
員
賃
金
規
定
に

　

よ
る

健
康
保
険　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
の

　

適
用
あ
り

提
出
書
類　

履
歴
書
、
介
護
福
祉
士
ま

　

た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の

実
施
期
間　

４
月
〜
来
年
３
月
末
日

（
年
末
年
始
の
12
月
31
日
〜
来
年
１

月
５
日
ま
で
は
休
診
）
の
月
〜
金
曜

日
（
祝
日
除
く
）　

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半

場
所　

町
立
診
療
所
（
東
町
１
丁
目
14

　

番
１
号
）

費
用　

５
０
０
円
（
１
回
、
生
活
保
護

　

受
給
者
は
無
料
）

対
象　

①
75
歳
以
上
の
町
民
（
た
だ
し

５
年
以
内
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
受
け
た
方
は
接
種
不
可
）
②

65
〜
74
歳
ま
で
の
方
で
次
の
症
状
の

方
＝
呼
吸
器
疾
患
、
慢
性
心
不
全
、

慢
性
肝
疾
患
、
病
気
や
免
疫
抑
制
療

法
の
た
め
感
染
症
に
か
か
り
や
す
い

方
、
脾
臓
（
ひ
ぞ
う
）
摘
出
な
ど
で

脾
機
能
不
全
の
あ
る
方
で
主
治
医
が

必
要
と
認
め
る
方
（
町
立
診
療
所
に

通
院
中
の
方
は
主
治
医
と
要
相
談
、

町
立
診
療
所
以
外
に
通
院
加
療
中
の

方
は
主
治
医
の
証
明
が
必
要
）

予
約　

東
川
町
立
診
療
所
☎
82
|
２
１

　

０
１

持
ち
物　

健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証

　

な
ど
身
分
証
明
で
き
る
も
の

旭
川
が
ん
検
診
セン
タ
ー
、日
曜
が
ん

検
診
の
ご
案
内

　

平
日
に
が
ん
検
診
を
受
診
で
き
な
い

方
の
た
め
に
日
曜
が
ん
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
予
約
申
し
込
み
後
、
役
場

保
健
福
祉
課
保
健
指
導
室
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
「
が
ん
検
診
受
診
券
」
を

す
。

　

「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
は
、
接
種

す
る
こ
と
で
肺
炎
の
予
防
、
肺
炎
に
か

か
っ
て
も
軽
い
症
状
で
済
む
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
接
種
後
、
免
疫
（
抗
体
）

が
で
き
る
ま
で
平
均
３
週
間
か
か
り
ま

す
。
１
回
の
接
種
で
５
年
以
上
免
疫
が

持
続
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
次
の
よ
う
な
方
は
接
種
で
き

ま
せ
ん
。

　

①
体
温
が
37
・
５
度
以
上
の
人
②
重

篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
人
③

以
前
受
け
た
予
防
接
種
で
、
接
種
後
２

日
以
内
に
発
熱
ま
た
は
ア
レ
ル
ギ
ー
症

状
が
み
ら
れ
た
④
医
師
が
不
適
当
と
判

断
し
た
場
合

発
行
し
ま
す
。
受
診
の
予
約
は
、
旭
川

が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
☎
53
|
7
1
1
1

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
月
間
で
す

　

「
第
63
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

が
７
月
１
日
か
ら
同
月
31
日
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
、
立
ち
直
り

に
地
域
の
力
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
の
犯
罪
や
非
行
を
抑
制
す
る
力

を
増
進
す
る
た
め
、
だ
れ
で
も
参
加
で

き
る
犯
罪
予
防
の
活
動
が
大
事
で
す
。

ま
た
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り

を
助
け
る
た
め
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
す
べ
て

の
人
が
と
も
に
暮
ら
せ
る
明
る
い
社
会

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　

駐
輪
場
は
約
10
台
駐
輪
可
能
で
、
イ

ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
仕
上
げ

の
美
し
い
路
盤
。
す
っ
き
り
と
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

新
し
い
花
壇
は
、
１
歳
児
用
保
育
室

の
窓
越
し
直
下
の
場
所
。
何
も
な
い
殺

風
景
な
状
態
で
し
た
が
、
今
後
季
節
の

花
々
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

寄  

付

　

６
月
11
日
、
東
川
寺
（
北
町
４
）
住

職
の
風
間
直
樹
さ
ん
（
64
）
が
町
に
多

額
の
現
金
寄
付
を
し
ま
し
た
。

　

少
年
補
導
員
と
し
て
25
年
間
の
活
動

に
対
し
て
、
同
月
北
海
道
警
察
本
部
長
、

北
海
道
少
年
補
導
員
連
絡
協
議
会
か
ら

連
名
表
彰
を
受
け
た
こ
と
を
期
し
た
も

の
で
す
。
町
で
は
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

資
格
の
写
し　

そ
の
他　

面
接
日
は
後
日
連
絡

◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆

消
防
職
員
の
募
集大雪

消
防
組
合
東
消
防
署

　

26
年
度
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
募
集

採
用
試
験
（
一
次
）
は
、
「
上
川
管
内

町
村
等
職
員
採
用
資
格
試
験
」
に
よ
っ

て
実
施
し
ま
す
。

職
種　

消
防
職
（
救
急
救
命
士
）

人
員　

若
干
名

採
用　

大
雪
消
防
組
合

試
験
日　

９
月
22
日
（
日
）

申
込
願
書
の
配
布
・
受
付
期
間　

７
月

　

１
日
（
月
）
〜
８
月
９
日
（
金
）
。

　

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署
、
東
川
町

　

役
場
企
画
総
務
課
で
配
布
（
受
験
資

　

格
等
は
、
申
し
込
み
書
と
一
緒
に
渡

　

す
試
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

大
雪
消

　

防
組
合
東
消
防
署
（
東
神
楽
町
15
号

　

南
３
番
地
）
☎
83
|
０
１
１
９

藤
田
組
に
感
謝
状

　

５
月
29
日
、
町
は
㈱
藤
田
組
（
藤
田

裕
司
社
長
）
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
防
火
水
槽
付
設
工

事
請
負
に
併
せ
て
、
職
員
用
自
転
車
駐

輪
場
と
同
セ
ン
タ
ー
中
庭
に
花
壇
（
１

・
２
㍍
×
３
・
６
㍍
、
総
額
約
30
万
円

相
当
）
を
無
償
造
成
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
松
倉
さ
ん
が
転
出
機
に

　

５
月
22
日
、
東
町
３
、
松
倉
了
子
さ

ん
（
82
）
が
町
の
株
主
制
度
に
多
額
の

現
金
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

町
外
に
転
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
「
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
も
の
で
す
。

町
で
は
建
て
替
え
建
設
中
の
東
川
小
学

校
に
安
田
侃
彫
刻
作
品
を
購
入
展
示
す

る
た
め
の
資
金
に
活
用
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
平
川
さ
ん
、
会
葬
お
礼
に

　

５
月
31
日
、
南
町
１
、
平
川
佳
子
さ

ん
（
67
）
が
町
に
多
額
の
現
金
を
寄
付

し
ま
し
た
。

　

夫
正
之
さ
ん
（
５
月
26
日
、
73
歳
で

逝
去
）
の
会
葬
お
礼
に
代
え
た
も
の
で

す
。
町
で
は
写
真
の
町
事
業
に
役
立
て

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

マ
マ
さ
ん
バレ
ー
ボ
ー
ル
の
メン
バー

募
集ひ

が
し
か
わ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

新
規
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
町
内
在
住
の
既
婚
者
に
加
え

て
、
35
歳
以
上
の
独
身
者
の
方
の
加
入
、

他
チ
ー
ム
に
加
入
し
て
い
る
方
も
二
重

登
録
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

見
学
は
い
つ
で
も
歓
迎
。
練
習
日
は

毎
週
火
、
金
曜
日
午
後
7
時
か
ら
2
時

間
。
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

会
費
は
千
５
０
０
円
（
月
額
）
、
ス

ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
は
千
６
８
０
円
（
年

間
）
。
入
会
の
連
絡
、
お
問
い
合
わ
せ

は
大
坪
さ
ん
☎
０
９
０
|
９
７
５
０
|

５
０
７
９

自
衛
官
の
募
集

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南
地
区
隊

　

予
備
自
衛
官
補
、
自
衛
隊
幹
部
候
補

生
を
募
集
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

い
ず
れ
も
南
地
区
隊
☎
22
|
０
６
４
８
、

町
内
募
集
相
談
員
の
小
野
さ
ん
☎
82
|

３
７
３
７
、
樽
井
さ
ん
☎
82
|
４
７
０

２◇
自
衛
官
候
補
生

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
26
年
４
月

　

１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男

　

子
受
付
期
間　

通
年

試
験
日　

９
月
１
日
（
日
）
、
同
月
２

　

日
（
月
）
、
同
月
19
日
（
木
）
、
同

　

月
23
日
（
月
）
の
い
ず
れ
か
１
日

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）

◇
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
26
年

　

４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未
満

　

の
者

受
付
期
間　

８
月
１
日
（
木
）
〜
９
月

　

６
日
（
金
）

試
験
日　

９
月
16
日
（
月
）
、
同
月
17

　

日
（
火
）
の
い
ず
れ
か
１
日

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）
な
ど

◇
航
空
学
生

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
26
年

　

４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
21
歳
未
満

　

の
男
女
（
高
卒
、
高
卒
見
込
み
者
含
）

受
付
期
間　

８
月
１
日
（
木
）
〜
９
月

　

６
日
（
金
）

試
験
日　

９
月
21
日
（
土
）
＝
第
1
次

　

試
験

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）

裁
判
所
職
員
採
用一般
職
試
験（
高
校

卒
）の
ご
案
内

　

25
年
度
裁
判
所
職
員
採
用
一
般
職
試

験
（
高
卒
者
試
験
）
の
第
1
次
試
験
を

行
い
ま
す
。

受
験
資
格　

今
年
４
月
１
日
現
在
高
校

　

卒
業
後
２
年
以
内
の
方
、
来
年
３
月

　

31
日
ま
で
に
高
校
を
卒
業
見
込
み
の

　

方
（
今
年
４
月
１
日
に
お
い
て
中
学

　

校
卒
業
後
2
年
以
上
５
年
未
満
の
方

　

も
受
験
可
）

試
験
日　

９
月
15
日
（
日
）
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各種大会成績
【柔道】
◆第44回旭柔連杯中学校柔道大会兼第12回丸敏杯柔道大
会（６月８日・愛別町海洋センター）
▼女子48㌔級　③鈴木文織（東川中３年）
◆第５回全道小学生学年体重別柔道大会（６月２日・野幌
運動公園アリーナ）
▼ベスト８（トーナメント戦）　須藤花凛（東川柔塾）
◆第３回北整全道少年柔道形競技会（６月１日・旭川大学）
▼投の形　①東川柔塾（取り・須藤花凛、受け・上尾カムナ）

　
◆第119回西部北海道大会（５月19日・留萌勤労者体育セ
ンター）
▼中学男子団体　③東川柔塾（須藤生、須藤永、本田）

【水泳】
◆25年度旭川年齢別水泳競技大会（６月９日・旭川スイミ
ングスクール）
▼男子８歳以下自由形（50㍍）　⑤丸一叶人
▼同11～12歳同（同）　⑤鷲見圭飛
▼同８歳以下平泳ぎ（同）　③丸一叶人
▼同11～12歳同（同）　⑤山崎悠人
▼同同バタフライ（同）　②鷲見圭飛
▼同８歳以下個人メドレー（１００㍍）　④丸一叶人
▼同11～12歳自由形（同）　⑤鷲見圭飛

【卓球】
◆第41回北海道高等学校定時制通信制卓球大会兼第46回
全国高等学校定時制通信制卓球大会北海道予選会（６月
15、16日・室蘭市体育館）
▼決勝　②栗林航太（旭川東高４年）少年柔道形競技会で優勝

社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

５
月
16
日
か
ら
６
月
15
日
ま
で

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

７
南
区　
　
　
　

丸
山　

幸
男
様

15
区　
　
　
　
　

樽
井　

英
二
様

17
区　
　
　
　
　

住
友
ち
ど
り
様

南
町
１
丁
目　
　

平
川　

佳
子
様

28
区　
　
　
　
　

内
田　

昌
幸
様

28
区　
　
　
　
　

三
田
オ
キ
ヌ
様

「
く
ら
し
の
相
談
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
毎
月
第
３

木
曜
日
午
後
１
時
半
か
ら
同
４
時

ま
で
社
協
相
談
室
で
。
今
月
の
相

談
日
と
相
談
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。７

月
18
日　

盛
永　

小
夜
子

特定公共賃貸住宅の入居者を募集します

そ の 他

選 考 方 法

入 居 予 定 日

敷 金

連 帯 保 証 人

お 問 い 合 わ せ

／入居申し込み者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場
　合には入居することはできません。
／公営住宅等入居者選考委員会を開いて入居者を決定します。
／7月末日（期限までに入居することが要件）
／家賃の3カ月分
／入居者と同程度以上の所得金額のある方２人（保証人が２人いない場合は入居取り消し）
／住まい室 ☎内線115、116

定住促進課

●特定公共賃貸住宅（単身者用）
募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

①
・1戸（2階）
・30,400円～
　　46,500円

アヴニールⅠ
１LDK（37.2㎡） 西町1丁目9番

・オール電化住宅
・自治会管理の共同灯及びポン
　プ電気代は別途
・駐車場１台

・平成６年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・ユニットバス付き
・物置付き
・ペットは認められません

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居の親族がない単身の方
２．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
※詳細はお問い合せください

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納がないことを証明する書類（平成25年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ）※本籍地の表示は不要
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は、定住促進課住まい室に用意しています
※３、４の書類は入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください

お申し込みに
必要なもの

受付期間 ７月１日㈪～同月12日㈮

受付場所 定住促進課住まい室

募集戸数 1戸

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ン
乳
剤
（
商
品
名
カ
ル
ホ
ス
乳
剤
）
、

防
除
す
る
街
路
樹
の
種
類
は
カ
エ
デ
類
、

防
除
作
業
者
は
、
旭
川
道
路
環
境
事
業

協
同
組
合
☎
21
|
６
３
０
１
で
す
。

　

期
間
は
、
○
１
回
目
＝
７
月
10
日

（
水
）
午
前
４
時
〜
同
６
時
ご
ろ
○
２

回
目
＝
８
月
９
日
（
金
）
午
前
４
時

〜
同
６
時
ご
ろ
○
３
回
目
＝
９
月
10
日

（
火
）
午
前
４
時
〜
同
６
時
ご
ろ
―
の

３
回
で
す
（
雨
天
の
場
合
は
順
次
翌
日

に
繰
り
下
げ
実
施
）
。

食
中
毒
に
警
戒
が
必
要
な
季
節
で
す

上
川
保
健
所

　

７
〜
８
月
は
食
中
毒
が
発
生
し
や
す

い
季
節
で
す
。
食
品
衛
生
に
は
特
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

食
中
毒
警
報
は
、
①
日
中
の
最
高
気

温
が
セ
氏
28
度
以
上
の
予
想
を
さ
れ
る

時
②
前
２
日
間
の
各
日
最
低
気
温
が
セ

氏
20
度
以
上
で
、
か
つ
湿
度
が
85
％
以

上
③
前
２
日
間
の
各
日
平
均
気
温
が
セ

氏
23
度
以
上
で
、
か
つ
湿
度
が
85
％
以

上
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
―
な

ど
を
基
準
に
発
令
し
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
は
○
調
理
前
、
食
事
前
、

用
便
後
に
よ
く
手
洗
い
し
ま
し
ょ
う
○

台
所
は
清
潔
に
し
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん

な
ど
の
調
理
器
具
は
よ
く
洗
っ
て
乾
燥

さ
せ
ま
し
ょ
う
○
魚
介
類
は
水
で
よ
く

洗
っ
て
調
理
し
ま
し
ょ
う
○
食
品
は
で

き
る
だ
け
早
く
調
理
し
て
食
べ
、
保
管

す
る
場
合
は
セ
氏
５
度
以
下
の
低
温
で

保
管
し
ま
し
ょ
う
○
冷
蔵
庫
内
は
定
期

受
付
期
間　

７
月
16
日
（
火
）
〜
同
月

　

25
日
（
木
）

お
問
い
合
わ
せ　

旭
川
地
方
裁
判
所
事

　

務
局
総
務
課
人
事
係
☎
（
直
）
51
|

　

６
２
６
７

姜
尚
中
氏
の
講
演
会
を
開
き
ま
す

旭
川
友
の
会

　

旭
川
友
の
会
が
主
催
し
て
国
際
政
治

学
者
、
聖
学
院
大
学
全
学
教
授
、
姜
尚

中
（
カ
ン
・
サ
ン
ジ
ュ
ン
）
氏
の
講
演

会
を
開
き
ま
す
。

日
時　

７
月
15
日
（
月
）
午
後
１
時
半

　

（
午
後
１
時
開
場
）

場
所　

旭
川
市
民
文
化
会
館

料
金　

千
円
（
前
売
り
）
、
当
日
は
千

　

２
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ　

下
関
さ
ん
☎
０
９
０

　

|
２
１
３
５
|
１
３
８
１

道
道「
旭
川
旭
岳
温
泉
線
」の
街
路
樹

防
除
を
し
ま
す

旭
川
建
設
管
理
部

　

道
道
旭
川
旭
岳
温
泉
線
（
通
称
基
線

道
路
）
の
「
北
町
９
丁
目
２
の
９
―
東

町
４
丁
目
」
区
間
の
沿
線
街
路
樹
の
防

除
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

沿
道
の
街
路
樹
が
「
す
す
病
」
に
か

か
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
、

そ
の
治
療
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

実
施
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
事
業
課
施
設
保
全
室
ま

で
☎
26
|
４
４
６
１
。

　

使
用
す
る
薬
剤
は
、
イ
ソ
キ
サ
チ
オ

的
に
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
品
業
者
は
食
品
衛
生
の
自
主
点
検

を
し
っ
か
り
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

木
を
知
っ
て
身
近
に
感
じ
る「
木
の

グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
」

道
立
総
合
研
究
機
構
林
産
試
験
場

　

木
を
知
っ
て
身
近
に
感
じ
る
体
験
フ

ェ
ア
「
第
22
回
木
の
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
」

を
開
き
ま
す
。
場
所
は
い
ず
れ
も
林
産

試
験
場
（
旭
川
市
西
神
楽
１
線
10
号
）

で
す
。

　

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
の
場
合
は
、

Ｊ
Ｒ
富
良
野
線
西
瑞
穂
駅
下
車
（
徒
歩

８
分
）
、
道
北
バ
ス
10
号
バ
ス
停
す
ぐ

（
39
番
、
40
番
、
41
番
）
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
企
業
支
援
部
技
術

支
援
グ
ル
ー
プ
☎
75
―
４
２
３
３
（
内

線
４
２
１
、
４
２
２
）
ま
で
。

〔
木
に
な
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〕

日
時　

７
月
27
日
（
土
）
午
前
９
時
半

　

〜
午
後
４
時

内
容　

道
産
材
を
比
べ
て
み
る
「
こ
の

　

木
な
ん
の
木
」
「
木
で
ワ
ク
ワ
ク
、

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ク
イ
ズ
」
、
小
中

　

学
生
木
工
工
作
体
験
、
木
の
小
物
作

　

り
（
カ
ー
テ
ン
タ
ッ
セ
ル
、
表
札
）

　

な
ど

〔
木
工
作
ひ
ろ
ば
〕

日
時　

８
月
３
日
（
土
）
、
同
４
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
半
〜
同
３
時
半

内
容　

小
学
生
対
象
の
木
工
工
作
体
験

　

教
室

の
心
を
育
て
て
―
と
「
人
権
の
花
」
と

題
し
た
運
動
に
ち
な
ん
だ
花
壇
作
り
。

町
内
の
小
学
校
そ
れ
ぞ
れ
に
ジ
ニ
ア
、

イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
、
ベ
ゴ
ニ
ア
、
コ
リ

ウ
ス
の
４
種
の
花
々
と
プ
ラ
ン
タ
ー
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

町
内
人
権
擁
護
委
員
の
奥
山
富
雄
さ

ん
、
馬
場
猛
さ
ん
２
人
が
同
校
を
訪
れ
、

「
命
と
思
い
や
り
の
心
を
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

北
海
道

　

林
産
技
術
普
及
協
会
☎
75
―
３
５
５

　

３
（
要
予
約
）

〔
北
海
道
こ
ど
も
木
工
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
展
〕

日
時　

９
月
14
日
（
土
）
〜
10
月
６
日

　

（
日
）

内
容　

全
道
の
小
、
中
学
生
作
品
を
展

　

示
花
を
育
て
る
心
で
思
い
や
り
の
心
も

―
と
学
校
花
壇
作
り

　

６
月
10
日
、
第
三
小
学
校
（
寺
川
利

幸
校
長
、
児
童
25
人
）
で
「
人
権
の
花
」

の
花
壇
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

旭
川
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
（
旭
川
法
務
局
管
内
の
上
川
、

空
知
地
方
の
人
権
擁
護
委
員
で
組
織
）

が
町
内
の
４
小
学
校
に
花
の
苗
を
寄
贈

し
、
先
駆
け
て
花
壇
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

花
を
慈
し
み
育
て
る
心
で
思
い
や
り
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本
物
か
ら
学
ぶ
子
供
の
姿
を
大
切
に

　

大
雪
山
自
然
学
校
で
は
、
キ

ト
ウ
シ
森
林
公
園
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
、
毎
月
１
回
、
幼
児
、
親

子
を
対
象
と
し
て
自
然
体
験
活

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
い
て
い
ま

す
。
「
自
然
の
中
で
過
ご
し
た

い
」
と
い
う
家
族
が
集
い
、
1

年
を
通
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

大
学
や
短
大
の
実
習
生
、
社
会

人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
、
地
域

の
方
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
加
わ

り
、
「
自
然
の
中
で
過
ご
し
た

い
」
人
の
集
う
ひ
と
つ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
な
っ
て
い
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
ス
タ
ッ
フ
は

さ
ま
ざ
ま
な
家
族
の
子
育
て
の

ひ
と
と
き
に
係
る
こ
と
で
、
子

育
て
し
な
け
れ
ば
体
験
で
き
な

い
よ
う
な
発
見
や
感
動
の
共
有

の
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

い
く
つ
か
そ
の
感
動
を
お
伝
え

で
き
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
目
線
で
世
界
を
見
る

　

あ
る
日
、
虫
さ
が
し
を
テ
ー

マ
に
し
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
の

狙
い
は
チ
ョ
ウ
で
し
た
。

　

虫
取
り
網
と
籠
を
携
え
て

「
虫
取
り
に
行
こ
う
！
」
と
お

父
さ
ん
は
息
子
を
誘
い
続
け
る

の
で
す
が
、
４
歳
の
息
子
は
木

の
葉
の
上
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
く

小
豆
ほ
ど
の
小
さ
な
虫
に
興
味

津
々
…
。

　

そ
ん
な
小
さ
な
虫
を
見
た
く

て
、
他
の
子
ど
も
た
ち
も
集
ま

っ
て
き
ま
す
。
意
外

な
こ
と
に
ち
び

っ
子
の
集
ま

り
で
は
、

チ
ョ
ウ
や

ト
ン
ボ
よ

り
も
、
１

セ
ン
チ
に

も
満
た
な
い

小
さ
な
虫
が
人

気
を
博
し
て
い
る
の

で
す
。

　

大
人
に
と
っ
て
は
見
つ
け
る

の
も
ひ
と
苦
労
に
思
え
る
虫
で

す
が
、
幼
児
た
ち
は
大
人
よ
り

も
ず
っ
と
低
い
目
線
で
世
界
を

見
て
い
ま
す
。
一
瞬
に
し
て
飛

び
去
る
チ
ョ
ウ
よ
り
も
、
ゆ
っ

く
り
と
葉
っ
ぱ
の
上
を
歩
く
虫

の
方
が
ず
っ
と
と
ら
え
や
す
い

存
在
で
す
。

　

ミ
ミ
ズ
や
ワ
ラ
ジ
ム
シ
、
ア

リ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
よ
り

地
面
に
近
い
場
所
で
暮
ら
す
生

き
物
を
自
分
自
身
の
目
で
発
見

し
ま
す
。
私
た
ち
大
人
も
、
子

ど
も
の
こ
ろ
に
は
そ
の
目
線
で

世
界
を
見
て
い
た
は
ず
で
す
が
、

す
っ
か
り
そ
の
目
線

を
忘
れ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の

目
線
で
一

緒
に
自
然

を
見
る
時
、

想
像
以
上

の
新
し
い
発

見
が
あ
り
ま
す
。

本
物
か
ら
学
ぶ
方
法

　

春
の
森
探
検
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

時
、
一
人
の
男
の
子
が
飼
育

ケ
ー
ス
を
携
え
て
森
を
歩
い
て

い
ま
し
た
。
木
の
根
元
を
掘
り

起
こ
し
た
と
こ
ろ
で
、
大
量
の

ワ
ラ
ジ
ム
シ
を
発
見
。
ま
ず
は
、

ぼ
っ
こ
で
突
い
て
み
ま
す
。

　

他
の
お
友
だ
ち
が
捕
ま
え
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
て
安
心
し
た

の
か
、
本
人
も
ワ
ラ
ジ
ム
シ
を

つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
つ
ま
ん
で

飼
育
ケ
ー
ス
に
入
れ
ま
す
。
ワ

ラ
ジ
ム
シ
は
触
っ
て
も
怖
く
な

い
こ
と
、
体
は
案
外
柔
ら
か
い

こ
と
、
手
の
平
を
歩
く
と
こ

ち
ょ
ば
し
い
こ
と
、
木
の
根
元

を
掘
り
起
こ
し
た
と
こ
ろ
に
隠

れ
て
い
る
こ
と
、
す
べ
て
は
本

物
を
見
て
、
触
っ
て
確
か
め
て

い
き
ま
す
。
図
鑑
や
書
籍
の
内

容
が
難
し
く
て
も
、
テ
レ
ビ
の

解
説
が
理
解
で
き
な
く
て
も
、

幼
児
は
本
物
か
ら
学
ん
で
い
ま

す
。

　

い
つ
の
間
に
か
、
分
か
ら
な

い
こ
と
を
す
ぐ
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
お
伺
い
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
私
た
ち
大
人
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
の
本
物
か
ら
学
ぶ

姿
を
見
る
時
、
バ
ー
チ
ャ
ル
で

は
な
く
リ
ア
ル
な
体
験
の
重
要

性
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

本
物
か
ら
学
ぶ
子
供
の
姿
を
大
切
に

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

　

家
の
中
の
小
さ
な
段
差
が
原
因
と
な
っ

て
、
重
大
な
け
が
や
寝
た
き
り
の
原
因
を

作
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
家
の
中

の
危
険
は
高
ま
る
一
方
。
住
み
慣
れ
た
自

宅
で
あ
っ
て
も
、
つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
た

だ
け
で
骨
折
し
て
寝
た
き
り
に
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
手
す

り
取
り
付
け
な
ど
の
住
宅
改
修
を
検
討
し

た
い
も
の
。
た
だ
し
介
護
保
険
を
使
っ
て

の
住
宅
改
修
で
す
の
で
、
介
護
保
険
の
認

定
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
初
め
に
介
護

保
険
の
認
定
を
受
け
る
た
め
の
申
請
が
必

要
で
す
。

　

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
お
り
住
宅

改
修
し
た
い
方
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
既
に
介
護
認

定
を
受
け
て
お
り
、
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー

を
選
任
し
て
い
る
方
は
、
担
当
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
住
宅

に
な
り
ま
す
。

〔
例
〕
工
事
費
28
万
円
の
場
合
、
20
万
円

を
超
え
る
８
万
円
は
保
険
給
付
対
象
外
で

す
。
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
・
家
に
要
介
護
（
ま
た
は
要
支
援
）
認

　
　

定
者
が
複
数
い
る
場
合
は
？

Ａ
・
原
則
と
し
て
１
人
の
要
介
護
（
ま
た

は
要
支
援
）
認
定
者
に
対
し
て
20
万
円
ま

で
の
工
事
に
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

〔
例
〕
要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
が
２
人

の
場
合
、
40
万
円
ま
で
の
工
事
の
９
割
分

の
費
用
に
相
当
す
る
保
険
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
工
事
１
カ
所

に
対
し
て
複
数
人
の
保
険
給
付
を
か
け
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

Ｑ
・
一
度
20
万
円
を
使
い
切
っ
て
し
ま
う

　
　

と
も
う
使
え
な
い
の
？

Ａ
・
保
険
を
一
度
使
っ
て
も
、
要
介
護
度

が
３
段
階
以
上
あ
が
る
と
、
新
た
に
20
万

円
ま
で
の
工
事
が
保
険
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

〔
例
〕
「
要
介
護
１
」
の
認
定
を
受
け
て

い
る
時
に
20
万
円
の
工
事
を
し
て
保
険
適

応
を
受
け
た
方
は
、
介
護
度
が
「
要
介
護

４
」
に
上
が
っ
た
時
に
は
新
た
に
工
事
費

20
万
円
ま
で
保
険
適
応
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
・
ど
の
よ
う
な
工
事
で
保
険
を
使
え
る

　
　

の
？

Ａ
・
○
手
す
り
の
取
り
付
け
○
段
差
の
解

消
（
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
）
○
床
材
の
変
更

（
畳
を
床
材
に
す
る
な
ど
）
○
扉
の
取
り

替
え
（
開
き
戸
か
ら
引
き
戸
に
変
更
な
ど
）

○
便
器
の
取
り
替
え
（
和
式
か
ら
洋
式
ト

イ
レ
に
変
更
な
ど
）
―
で
す
。

Ｑ
・
改
修
の
手
続
き
は
？

Ａ
・
①
工
事
業
者
の
選
定
②
工
事
見
積
書

を
作
成
③
保
険
者
（
役
場
）
に
事
前
申
請

（
事
前
申
請
を
せ
ず
に
工
事
し
た
場
合
は

保
険
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
④
工
事

の
許
可
通
知
を
確
認
後
に
工
事
着
工
、
工

事
費
用
を
支
払
い
⑤
保
険
者
（
役
場
）
に

工
事
完
了
報
告
書
を
提
出
（
領
収
証
を
添

付
）
―
の
手
順
が
必
要
で
す
。
一
連
の
手

続
き
を
す
べ
て
終
了
し
て
、
初
め
て
工
事

費
の
９
割
分
に
当
た
る
保
険
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
で
住
宅
改
修

手
す
り
、ス
ロ
ー
プ
つ
け
て
安
全
に

介
護
保
険
で
住
宅
改
修

手
す
り
、ス
ロ
ー
プ
つ
け
て
安
全
に

改
修
に
関
す
る
出
張
講
座
も
承
っ
て
い
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
☎
役
場
（
内
線
５

０
８
、
５
０
９
）

介
護
保
険
の
利
用
一
問
一
答

Ｑ
・
ど
の
よ
う
な
制
度
で
す
か
？

Ａ
・
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け
た

方
は
、
自
宅
改
修
費
20
万
円
（
工
事
費
）

を
限
度
額
と
し
て
、
そ
の
９
割
の
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

〔
例
〕
20
万
円
の
工
事
を
し
た
場
合
、
18

万
円
（
９
割
）
は
保
険
給
付
を
受
け
、
２

万
円
は
自
己
負
担
で
す
。
い
っ
た
ん
必
要

な
改
修
工
事
費
を
全
額
自
己
負
担
し
、
後

ほ
ど
保
険
給
付
に
て
９
割
分
が
戻
っ
て
き

ま
す
（
工
事
費
の
全
額
負
担
が
難
し
い
方

は
、
初
め
か
ら
１
割
負
担
額
の
み
支
払
う

制
度
も
あ
り
ま
す
）

Ｑ
・
20
万
円
を
超
え
る
工
事
は
？

Ａ
・
20
万
円
を
超
え
る
部
分
は
自
己
負
担

　

家
の
中
の
階
段
、
小
さ
な
段
差
は
、
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
大
き
な
事
故
や
け
が
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
事
故
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
段
差
を
な
く
し
、
手
す
り
を
付
け
て
転
倒
防
止
の
対
策
を
取
る
な
ど
、
家
の
中
を
安

全
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
改
善
す
る
の
が
最
善
。
そ
ん
な
時
に
利
用
で
き
る
の
が
介
護
保
険
。
保
険
を
利
用
す
る
と
工
事
費
用

の
自
己
負
担
を
安
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
必
要
な
手
続
き
の
基
礎
知
識
を
お
伝
え
し
ま
し
ょ
う
。
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【7月分】

＜親子遊び体験教室＞
19日㈮ 
26日㈮ 
＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレールーム開放…9:00～12:00
1、2、3、8、9、10、16、17、22、23、24、29、30、31日
30日㈫午後開放（対象０～１歳） ………………13：00～15：00
会場は幼児センターです！

「ジャブジャブ池」（水遊び）……………10：00～12：00
「東神楽森林公園」（水遊び）…………10：00～12：00

（　）内に表記以外は保健福祉センターです

５日㈮

10日㈬

17日㈬
18日㈭

26日㈮

7月の行事

上川中央分会消防訓練大会（後１時半、農村環境改
善センター）
東川町戦没者、開拓功労者慰霊追悼式（前9時45分
～、役場前、平和と開拓の礎碑）
中国人強制連行殉難烈士慰霊祭（前10時、東14号
墓地）
第35回町民体育祭（前９時、町民グラウンド）
第23回参議院議員通常選挙投開票（前７時、町内各
投票所）

５日㈮
　

６日㈯
　

７日㈰
　

21日㈰

東川町役場・保健福祉センター
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館
幼児センター
└地域子育て支援センター
NPO法人こころりんく東川

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777
82－3400
82－5100
82－2666

…㈹
………………

……………………………
………………………
……………………

……………………………
………………
………………

…………………………………
…………………………

…………
…………

 ごっくん教室
 乳幼児健診

（通知者以外は14：30～）
 旭川がん検診センター送迎検診

 栄養教室
 ２歳ふれあいルーム（子育て支援センター）

、30日㈫ 小学６年生２種混合予防接種
            （町立診療所）

13：00～14：00
13：15～

  7：50集合
10：00～13：00

9：00～12：00

13：00～16：30

【8月分】
１日㈭
１日㈭
８日㈭
９日㈮
29日㈭

 移動献血車来庁
、２日㈮ 小学６年生２種混合予防接種
 じっくり子育て相談
 乳幼児健診、もぐもぐ教室
、30日㈮ エキノコックス症検診

※健康体操教室（８月）の申し込みは7月29日（月）です。
　来所、電話、FAXで受け付け

１日㈪

12日㈮
16日㈫

17日㈬

24日㈬
26日㈮

こやさいくらぶ（畑の草取り、土寄せ）

健康体操教室
ここりん研修会（自閉症講座）

リコーダーアンサンブル「イコロ」ミニコンサート

おとなり会
健康体操教室

10：00～11：00

10：00～11：00

10:00～11:30

12：20～13：00
14：00～15：00
10：00～11：00

健福祉センター
保健福祉課保健指導室保

域子育て支援センター（幼児センター内）
西4号北8番地地

生サロンここりん
東町1丁目7-10共

化ギャラリー
東町1丁目19-8文

インフォメーションインフォメーション

○４日㈭まで
　▶第26回日本写真家連盟展、四季の彩り2013展
○６日㈯～25日㈭
　▶東京写真月間2013

※５日㈮は写真入れ替えのため休館
※26日㈮～８月９日㈮は全館清掃と展示準備のため
　休館


